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　おおきくなあれ、今月の表紙は…

町のシンボルが決定町のシンボルが決定町のシンボルが決定町のシンボルが決定町のシンボルが決定
私たちの住む社会や町を美しい平和な町とするための心のよりどころ

町の花町の花

町の木町の木

町の鳥町の鳥

町の花町の花

町の木町の木

町の鳥町の鳥

町の花

石動山ゆり石動山ゆり

桜

ウグイスウグイス

石動山ゆり石動山ゆり

桜

ウグイスウグイス

石動山ゆり 町を代表する霊峰「石動山」の名を冠し、町を広く全国に
ＰＲするのに最適であり、高貴で、威厳のある花

町の木

桜 古くから日本人に愛され、親しまれてきた特別な木で、町
内の至るところに植えられ、美しい花をつける木

町の鳥

ウグイス その楽しく、きれいな鳴き声は、人々の心を癒し、清々し
い気持ちにさせ、勇気と希望を与えてくれる鳥



95

本本
経経
済済
はは
、、
消消
費費
にに
弱弱
ささ
がが

本
経
済
は
、
消
費
に
弱
さ
が

みみ
らら
れれ
るる
もも
のの
のの
、、
回回
復復
しし

み
ら
れ
る
も
の
の
、
回
復
し

てて
いい
るる
とと
報報
告告
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
がが
、、

て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今今
日日
のの
地地
方方
財財
政政
はは
、、
地地
方方
分分
権権

今
日
の
地
方
財
政
は
、
地
方
分
権

のの
推推
進進
にに
当当
たた
りり
、、
地地
域域
にに
おお
けけ

の
推
進
に
当
た
り
、
地
域
に
お
け

るる
行行
政政
をを
自自
主主
的的
かか
つつ
総総
合合
的的
にに

る
行
政
を
自
主
的
か
つ
総
合
的
に

広広
くく
担担
うう
ここ
とと
とと
ささ
れれ
てて
おお
りり
、、

広
く
担
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

地地
域域
福福
祉祉
施施
策策
のの
充充
実実
やや
生生
活活
関関

地
域
福
祉
施
策
の
充
実
や
生
活
関

連連
社社
会会
資資
本本
整整
備備
なな
どど
のの
財財
政政
需需

連
社
会
資
本
整
備
な
ど
の
財
政
需

要要
がが
まま
すす
まま
すす
増増
大大
すす
るる
もも
のの
とと

要
が
ま
す
ま
す
増
大
す
る
も
の
と

見見
込込
まま
れれ
てて
いい
まま
すす
。。

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

しし
かか
しし
、、
地地
方方
交交
付付
税税
のの
今今
後後

し
か
し
、
地
方
交
付
税
の
今
後

のの
先先
行行
きき
はは
不不
透透
明明
でで
ああ
りり
、、
地地

の
先
行
き
は
不
透
明
で
あ
り
、
地

方方
をを
取取
りり
巻巻
くく
環環
境境
はは
なな
おお
一一
層層

方
を
取
り
巻
く
環
境
は
な
お
一
層

厳厳
しし
いい
状状
況況
にに
ああ
りり
まま
すす
。。

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

中中
能能
登登
町町
でで
はは
、、
歳歳
入入
にに
おお
いい

中
能
登
町
で
は
、
歳
入
に
お
い

てて
はは
、、
大大
幅幅
なな
自自
主主
財財
源源
のの
増増
収収

て
は
、
大
幅
な
自
主
財
源
の
増
収

がが
見見
込込
めめ
ずず
、、
国国
県県
補補
助助
金金
等等
のの

が
見
込
め
ず
、
国
県
補
助
金
等
の

見見
直直
しし
やや
交交
付付
税税
改改
革革
にに
よよ
るる
交交

見
直
し
や
交
付
税
改
革
に
よ
る
交

付付
税税
額額
のの
激激
減減
なな
どど
にに
よよ
りり
、、
財財

付
税
額
の
激
減
な
ど
に
よ
り
、
財

源源
確確
保保
にに
一一
層層
重重
点点
をを
おお
くく
必必
要要

源
確
保
に
一
層
重
点
を
お
く
必
要

がが
ああ
りり
まま
すす
。。

が
あ
り
ま
す
。

他他
方方
、、
歳歳
出出
でで
はは
、、
下下
水水
道道
施施

他
方
、
歳
出
で
は
、
下
水
道
施

設設
整整
備備
等等
のの
過過
去去
にに
実実
施施
しし
てて
きき

設
整
備
等
の
過
去
に
実
施
し
て
き

たた
事事
業業
にに
かか
かか
るる
公公
債債
費費
とと
、、
少少

た
事
業
に
か
か
る
公
債
費
と
、
少

子子
高高
齢齢
化化
・・
福福
祉祉
施施
策策
等等
のの
充充
実実

子
高
齢
化
・
福
祉
施
策
等
の
充
実

にに
伴伴
うう
経経
費費
がが
増増
大大
すす
るる
ここ
とと
はは

に
伴
う
経
費
が
増
大
す
る
こ
と
は

必必
至至
でで
すす
。。

必
至
で
す
。

ここ
のの
よよ
うう
なな
中中
でで
、、
国国
県県
・・
近近

こ
の
よ
う
な
中
で
、
国
県
・
近

隣隣
市市
町町
のの
予予
算算
措措
置置
動動
向向
をを
把把
握握

隣
市
町
の
予
算
措
置
動
向
を
把
握

調調
査査
しし
、、
税税
収収
入入
のの
確確
保保
、、
受受
益益

調
査
し
、
税
収
入
の
確
保
、
受
益

者者
負負
担担
適適
正正
化化
等等
のの
財財
源源
確確
保保
にに

者
負
担
適
正
化
等
の
財
源
確
保
に

努努
めめ
、、
事事
務務
事事
業業
全全
般般
にに
つつ
いい
てて

努
め
、
事
務
事
業
全
般
に
つ
い
て

費費
用用
対対
効効
果果
をを
徹徹
底底
的的
にに
見見
直直
しし
、、

費
用
対
効
果
を
徹
底
的
に
見
直
し
、

ふふ
るる
ささ
とと

ふふ
れれ
ああ
いい

ふ
る
さ
と

ふ
れ
あ
い

心心
をを
育育
むむ

中中
能能
登登
町町

心
を
育
む

中
能
登
町

をを
基基
本本
理理
念念
にに
予予
算算
をを
編編
成成
しし

を
基
本
理
念
に
予
算
を
編
成
し

まま
しし
たた
。。

ま
し
た
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
運
営
事
業

万
円

町
道
新
設
改
良
お
よ
び
消
雪
工
事

事
業

億

万
円

県
営
土
地
改
良
事
業
（
ほ
場
、
基

幹
排
水
等
）
負
担
金

億

万
円

農
村
総
合
整
備
事
業
・
基
盤
整
備

促
進
事
業

万
円

織
物
用
プ
リ
ン
タ
設
置
事
業

万
円

図
書
館
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

導
入
事
業

町
立
図
書
館

館
の
相
互
の
利

便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

万
円

病
後
児
保
育
事
業

病
気
回
復
期
の
保
育
園
児
を
一

時
的
に
預
か
り
ま
す
。

万
円

ウ
ェ
ル
カ
ム
定
住
奨
励
金

万
円

福
祉
医
療
費
支
給
事
業

億

万
円

中
学
校
建
設
準
備
検
討
事
業

統
合
中
学
校
建
設
基
本
構
想
策

定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

万
円

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

億

万
円

上
水
道
設
備
工
事
事
業

新
設
送
配
水
管
・
連
絡
管
・
中

央
監
視
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
整
備
事

業
を
行
い
ま
す
。

億

万
円

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
更
新
事
業

億

万
円

中
能
登
町
町
祭
開
催
事
業

万
円

平成 年度 会計別当初予算

会 計 名 平成 年度予算額

一 般 会 計 億 万円

老人保健特別会計 億 万円

介護保険特別会計 億 万円

国民健康保険特別会計 億 万円

下水道事業特別会計 億 万円

分譲宅地造成事業特別会計 万円

ケーブルテレビ事業特別会計 億 万円

水道事業会計収益的支出 億 万円

水道事業会計資本的支出 億 万円

合 計 億 万円

会 計 名 平成 年度予算額

老人保健特別会計 億 万円

国民健康保険特別会計 億 万円

分譲宅地造成事業特別会計 万円

水道事業会計収益的支出 億 万円

合 計 億 万円

日日日



作
間
七
郎
議
員

中
能
登
町
が
合
併
し
て

年
目

を
迎
え
る
が
、
課
長
の
責
務
と
し

て
県
内
市
町
の
財
政
状
況
把
握
や

課
の
仕
事
量
・
職
員
数
の
現
状
、

自
己
評
価
は
い
か
に
。
ま
た
、
町

長
が
提
案
理
由
で
述
べ
た
行
財
政

中
能
登
町
が
合
併
し
て

年
目

を
迎
え
る
が
、
課
長
の
責
務
と
し

て
県
内
市
町
の
財
政
状
況
把
握
や

課
の
仕
事
量
・
職
員
数
の
現
状
、

自
己
評
価
は
い
か
に
。
ま
た
、
町

長
が
提
案
理
由
で
述
べ
た
行
財
政

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

質
問

、

ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

一
般
会
計

億

万

千
円
を

減
額
。
総
額

億

万

千
円
。

条
例
関
係

助
役
を
副
町
長
、
収
入
役
を
廃

止
、
町
吏
員
を
町
職
員
に
改
正
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
管
理

運
営
を
す
る
た
め
の
施
設
条
例
を

制
定
し
、業
務
内
容
等
を
明
確
化
。

条
例
一
部
改
正

乳
幼
児
・
児
童
・
生
徒
養
育
医
療

費
給
付
に
関
す
る
条
例

給
付
対
象
者
が
保
険
診
療
を
受

け
た
日
か
ら

年
以
内
の
申
請
期

限
規
定
の
追
加
。

複
数
入
園
世
帯
に
対
す
る

人

目
半
額
、

人
目
全
額
免
除
措
置

と
同
じ
く
、
保
育
園
以
外
の
幼
稚

園
・
認
定
こ
ど
も
園
利
用
児
童
も

軽
減
の
算
定
対
象
人
数
に
加
え
る
。

ま
た
、
病
後
児
保
育
を
開
設
す

る
に
あ
た
り
、

申
請
あ
た
り

千
円
を
徴
収
す
る
。

月月
定定
例例
会会
開開
催催

月
定
例
会
開
催

出
さ
れ
た
専
決
処
分
の
報
告

件
、
条
例
等
議
案

件
、

平
成

年
度
補
正
予
算

件
、

平
成

年
度
予
算

件
、
人
事
案

件

件
、
そ
の
他
議
案

件
、
請

願

件
、
及
び
継
続
審
査
の
請
願

件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
継
続

審
査
と
な
っ
た
請
願

件
を
除

き
、
全
て
が
原
案
ど
お
り
可
決
、

同
意
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

提

中能登町
議会
中能登町
議会

月
定
例
会
で
は
、

日
に
質

疑
、

日
お
よ
び

日
に
一

般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は

人
の
議
員
が

登
壇
し
、
行
財
政
の
検
討
や
地
域

振
興
、
社
会
福
祉
の
向
上
、
学
校

問
題
な
ど
の
積
極
的
な
質
問
、
答

弁
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

月
定
例
会
で
は
、

日
に
質

疑
、

日
お
よ
び

日
に
一

般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は

人
の
議
員
が

登
壇
し
、
行
財
政
の
検
討
や
地
域

振
興
、
社
会
福
祉
の
向
上
、
学
校

問
題
な
ど
の
積
極
的
な
質
問
、
答

弁
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

小
坂
博
康
議
員

新
年
度
予
算
編
成
の
中
で
、
町

長
が
是
非
行
い
た
い
目
玉
と
な
る

重
点
項
目
は
何
か
。
ま
た
、
財
政

難
の
中
、
住
民
の
生
活
低
下
を
招

か
ぬ
よ
う
、
行
財
政
改
革
推
進
の

考
え
は
。

答
弁

杉
本
町
長

継
続
事
業
で
は
、
町
道
改
良
、

消
雪
、
県
営
ほ
場
整
備
や
老
朽
た

新
年
度
予
算
編
成
の
中
で
、
町

長
が
是
非
行
い
た
い
目
玉
と
な
る

重
点
項
目
は
何
か
。
ま
た
、
財
政

難
の
中
、
住
民
の
生
活
低
下
を
招

か
ぬ
よ
う
、
行
財
政
改
革
推
進
の

考
え
は
。

新
年
度
予
算
編
成
の
重
点
施
策

質
問

甲
部
昭
夫
議
員

町
道

号
線
（
小
竹
）
と

町
道

号
線
（
小
竹
）
と

町
道
の
拡
幅
整
備

質
問

坂
井
幸
雄
議
員

約

年
前
に
旧
鳥
屋
町
で
計
画

さ
れ
た
眉
丈
が
丘
ス
ポ
ー
ツ
ハ
イ

ラ
ン
ド
構
想
で
、
計
画
用
地
の
売

買
契
約
に
よ
る
土
地
の
制
約
や
拘

束
で
、
土
地
所
有
者
が
大
変
困
惑

し
て
い
る
と
聞
く
が
、
実
情
は
。

約

年
前
に
旧
鳥
屋
町
で
計
画

さ
れ
た
眉
丈
が
丘
ス
ポ
ー
ツ
ハ
イ

ラ
ン
ド
構
想
で
、
計
画
用
地
の
売

買
契
約
に
よ
る
土
地
の
制
約
や
拘

束
で
、
土
地
所
有
者
が
大
変
困
惑

し
て
い
る
と
聞
く
が
、
実
情
は
。

鳥
屋
眉
丈
が
丘
ス
ポ
ー
ツ
ハ
イ
ラ

ン
ド
構
想
の
影
響

質
問

厳
し
い
財
政
状
況
で
の
歳
出
抑
制

統
合
中
学
校
の
建
設
準
備
委
員
会
な
ど

平成 年
第 回 月定例会
（ 月 日 日）

一般質問一般質問

祝
金
を

万
円
か
ら

千
円
に

減
額
。

ゆ
う
ゆ
う
の
入
浴
年
齢
（

歳

以
上
）
の
引
き
下
げ
、
料
金
改
正
。

そ
の
他

町
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
横

町
淑
子
氏
（
金
丸
）
を
推
薦
。

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

藤
本

一
義

甲
部

昭
夫

笹
川

広
美

諏
訪

良
一

宮
下

為
幸

古
玉

栄
治

武
田

純
一

小
坂

博
康

作
間

七
郎

杉
本

平
治

改
革
の
推
進
を
踏
ま
え
、
職
員
の

定
数
条
例
・
適
材
適
所
の
配
置
・

勧
奨
制
度
・
定
年
退
職
者
の
嘱
託

採
用
と
、
外
部
委
託
や
指
定
管
理

者
制
度
に
対
す
る
姿
勢
を
問
う
。

答
弁

苗
山
参
事
兼
総
務
課
長

合
併
後
の
県
内
市
町
財
政
状
況

は
、
立
場
上
見
て
い
ま
す
。
課
の

仕
事
量
は
時
期
的
に
波
も
あ
り
ま

改
革
の
推
進
を
踏
ま
え
、
職
員
の

定
数
条
例
・
適
材
適
所
の
配
置
・

勧
奨
制
度
・
定
年
退
職
者
の
嘱
託

採
用
と
、
外
部
委
託
や
指
定
管
理

者
制
度
に
対
す
る
姿
勢
を
問
う
。

す
が
適
量
で
あ
り
、
職
員
数
も
妥

当
か
と
判
断
し
て
い
ま
す
。
課
長

と
し
て
の
自
己
評
価
で
は
、
私
自

信
と
し
て
普
通
で
は
な
い
か
と
思

い
、
点
数
を
付
け
る
の
は
大
変
難

し
い
の
で
す
が
、
評
価
は
若
干

点
を
越
え
た
ほ
ど
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。（
全
課
長
が
答
弁
）

答
弁

杉
本
町
長

町
職
員
定
数
条
例
に
つ
い
て

は
、
合
併
前
の
一
元
化
の
時
点
で

職
員
定
数
を
嘱
託
も
含
め
て

名
と
定
め
て
い
ま
す
。
職
員
の

適
材
適
所
の
配
置
に
つ
い
て
は
、

毎
年
、
役
場
業
務
も
複
雑
多
岐
に

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
課
内
の
職

員
適
正
配
置
に
心
掛
け
、
各
課
長

が
責
任
を
持
ち
、
業
務
分
担
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

積極的な質問答弁
が交わされました

様々な問題が活発に議論されました様々な問題が活発に議論されました

定
年
退
職
者
の
嘱
託
採
用
で
は
、

新
町
に
移
行
後
退
職
し
た
職
員

で
、
技
術
や
資
格
所
有
者
の
方
を

若
干
名
で
す
が
嘱
託
採
用
し
て
い

ま
す
。
再
任
用
に
つ
い
て
は
慎
重

に
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

外
部
委
託
は
、
行
政
評
価
の
実

施
に
よ
り
事
務
事
業
を
見
直
し
た

上
で
、
外
部
委
託
の
検
討
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
は
、
現
在
、

町
内

カ
所
の
施
設
で
導
入
を
し

て
い
ま
す
。
施
設
の
特
性
を
考
慮

し
、
民
間
団
体
や
各
自
治
区
、
民

間
企
業
へ
の
指
定
管
理
委
託
を
検

討
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
質
問

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

・
農
業
施
策
に
つ
い
て

め
池
整
備
、
上
水
道
石
綿
管
更
新

事
業
、
上
水
道
中
央
監
視
シ
ス
テ

ム
整
備
、
下
水
道
鳥
屋
北
部
浄
化

セ
ン
タ
ー

系
列
目
機
械
電
気
設

備
事
業
等
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で
、
寝
た
き

り
老
人
等
の
介
護
者
慰
労
金
支
給

額
を

カ
月

千
円
か
ら

万
円

に
増
額
し
、
新
規
事
業
で
は
、
病

後
児
保
育
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
運

営
、
中
学
校
建
設
準
備
検
討
委
員

会
の
設
置
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
導
入
等
の
事
業
が

重
点
で
す
。

し
か
し
、
歳
入
面
で
交
付
税
の

大
幅
な
減
額
や
、
歳
出
面
で
は
、

事
務
事
業
の
見
直
し
や
経
費
節
減

や
合
理
化
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
社
会
保
障
関
係
経
費
の
伸
び

に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で
、

将
来
に
つ
な
げ
る
行
財
政
改
革
を

推
し
進
め
る
こ
と
が
、
私
に
課
せ

ら
れ
た
課
題
で
あ
り
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
、
歳
出
の
見
直
し
や
既

存
事
業
の
思
い
切
っ
た
再
構
築
を

念
頭
に
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他
質
問

・
経
費
節
減
の
対
策
は

・
機
構
改
革
に
つ
い
て

・
住
み
良
い
中
能
登
町
と
は

町
道

号
線
（
徳
丸
）
の
東

西
間
を
結
ぶ
道
路
を
、
町
の
主
要

幹
線
道
路
と
し
て
地
元
の
協
力
の

も
と
早
期
に
拡
幅
整
備
し
、
交
流

促
進
と
交
通
利
便
を
図
ら
れ
た
い
。

答
弁

杉
本
町
長

小
竹
か
ら
能
登
部
上
の
若
草
団

地
に
至
る
道
路
の
整
備
は
、
町
道

路
網
整
備
計
画
に
も
計
画
さ
れ
て

い
る
路
線
で
あ
り
、
東
西
を
結
ぶ

補
助
幹
線
道
路
と
し
て
、
整
備
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
地
域
の
理
解
を
得
る
こ

と
が
先
決
で
あ
り
、
こ
の
計
画
と

歩
調
を
取
り
な
が
ら
計
画
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
質
問

・
公
立
能
登
総
合
病
院
の
診
療
に

つ
い
て

・
電
線
の
高
さ
に
対
す
る
調
査
を

し
た
こ
と
が
あ
る
か

町
道

号
線
（
徳
丸
）
の
東

西
間
を
結
ぶ
道
路
を
、
町
の
主
要

幹
線
道
路
と
し
て
地
元
の
協
力
の

も
と
早
期
に
拡
幅
整
備
し
、
交
流

促
進
と
交
通
利
便
を
図
ら
れ
た
い
。

答
弁

杉
本
町
長

鳥
屋
眉
丈
が
丘
ス
ポ
ー
ツ
ハ
イ

ラ
ン
ド
事
業
は
、
平
成
元
年
か
ら

年
に
か
け
て
大
阪
府
の
開
発
業

者
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
も
の
で
、

瀬
戸
・
花
見
月
地
区
の
約

・

に
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
や
ゴ

ル
フ
コ
ー
ス
等
を
建
設
し
、
総
合

リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
整
備
す
る
計

画
で
し
た
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ

り
計
画
が
頓
挫
し
て
い
ま
す
。

地
権
者
と
の
売
買
契
約
は
、
開

発
行
為
者
と
地
権
者
と
の
契
約
で

あ
り
、
町
が
コ
メ
ン
ト
す
る
立
場

で
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
眉
丈
が
丘
の
草

地
は
、
源
助
大
根
の
栽
培
箇
所
以

外
ほ
と
ん
ど
荒
れ
果
て
て
い
ま
す

が
、
私
は
大
事
な
土
地
の
財
産
で

あ
り
、
色
彩
あ
る
野
菜
や
薬
草
栽

培
等
へ
の
活
用
が
図
ら
れ
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
質
問

・
地
域
振
興
に
つ
い
て

・
役
場
職
員
に
研
修
を

武
田

純
一
議
員

林
道
城
石
線
の
延
伸
に
つ
い

て
、
終
点
が
宝
達
山
や
津
幡
の
森

林
公
園
ま
で
と
新
聞
に
も
報
じ
ら

れ
て
き
た
が
、
芹
川
地
内
ま
で
で

林
道
城
石
線
の
延
伸
に
つ
い

て
、
終
点
が
宝
達
山
や
津
幡
の
森

林
公
園
ま
で
と
新
聞
に
も
報
じ
ら

れ
て
き
た
が
、
芹
川
地
内
ま
で
で

林
道
城
石
線
の
延
伸

質
問
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諏
訪
良
一
議
員

平
成

年

月

日
に
町
学
校

平
成

年

月

日
に
町
学
校

統
合
中
学
校
の
建
設
目
処

質
問

古
玉
栄
治
議
員

町
内
の
小
学
校
で
複
式
学
級
に

な
っ
て
い
る
学
校
や
、
今
後
予
想

さ
れ
る
学
校
も
あ
る
が
、
学
校
統

合
検
討
委
員
会
で
は
ど
の
よ
う
に

検
討
さ
れ
た
か
。
ま
た
、
教
育
委

員
会
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
弁

濱
田
教
育
委
員
長

学
校
統
合
検
討
委
員
会
で
は
、

合
併
時
の
教
育
特
別
委
員
会
か
ら

提
出
さ
れ
た
答
申
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
審
議
し
、
そ
れ
が
提
出
さ

れ
た
答
申
と
な
っ
て
い
ま
す
。

答
申
内
容
は
、
中
学
校
統
合
が

中
心
で
す
が
、
旧
鹿
島
町
の
小
学

校

校
の
統
合
も
検
討
を
重
ね
、

複
式
学
級
を
懸
念
す
る
意
見
も
多

く
あ
り
ま
し
た
が
、
小
学
校
統
合

が
緊
急
最
優
先
と
い
う
意
見
集
約

町
内
の
小
学
校
で
複
式
学
級
に

な
っ
て
い
る
学
校
や
、
今
後
予
想

さ
れ
る
学
校
も
あ
る
が
、
学
校
統

合
検
討
委
員
会
で
は
ど
の
よ
う
に

検
討
さ
れ
た
か
。
ま
た
、
教
育
委

員
会
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

複
式
学
級
を
ど
う
考
え
る
か

質
問

に
は
至
ら
ず
、
先
の
答
申
に
な
っ

た
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

複
式
学
級
と
な
ら
な
い
こ
と
に

こ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現

在
、
久
江
小
学
校
だ
け
が
複
式
学

級
と
な
っ
て
い
ま
す
。
児
童
数
の

状
況
を
見
る
と
平
成

年
度
か
ら

御
祖
小
学
校
で
も
生
じ
ま
す
。

小
規
模
校
で
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
は
色
々
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
学
校
の
歴
史
や
住
民

感
情
も
あ
り
、
今
す
ぐ
解
消
に
は

難
し
く
、
今
後
、
地
域
住
民
の
方
々

と
も
相
談
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
良
い
か

を
慎
重
に
見
極
め
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
質
問

・
乳
幼
児
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

・
高
校
生
通
学
費
補
助
に
つ
い
て

岩
井
礼
二
議
員

鹿
西
中
学
校
は
、
新
築
さ
れ
た

モ
ダ
ン
な
明
る
い
校
舎
で
、
伸
び

伸
び
と
学
習
で
き
る
学
校
だ
が
、

中
学
校
統
合
後
の
利
活
用
と
し

て
、
鹿
西
高
校
と
の
中
高
一
貫
教

育
施
設
と
し
て
の
県
立
中
学
校
設

立
は
で
き
な
い
か
。

鹿
西
中
学
校
は
、
新
築
さ
れ
た

モ
ダ
ン
な
明
る
い
校
舎
で
、
伸
び

伸
び
と
学
習
で
き
る
学
校
だ
が
、

中
学
校
統
合
後
の
利
活
用
と
し

て
、
鹿
西
高
校
と
の
中
高
一
貫
教

育
施
設
と
し
て
の
県
立
中
学
校
設

立
は
で
き
な
い
か
。

統
合
中
学
校
建
設
と
中
高

一
貫
教
育
学
校
の
設
立
は

質
問

答
弁

池
島
教
育
長

現
在
の
鹿
西
中
学
校
の
有
効
活

用
を
考
え
れ
ば
、
錦
丘
の
併
設
型

で
の
中
高
一
貫
教
育
の
よ
う
に
、

県
立
中
学
校
へ
新
設
移
管
と
な
り

ま
す
が
、
生
徒
数
や
学
校
数
の
多

い
金
沢
市
と
は
違
っ
て
、
少
な
い

生
徒
の
取
り
合
い
が
懸
念
さ
れ
、

ま
た
、
優
秀
な
生
徒
が
県
立
中
学

校
へ
集
中
す
る
と
、
統
合
中
学
校

の
輝
き
も
薄
ら
ぎ
ま
す
。

県
で
も
、
錦
丘
の
中
高
一
貫
教

育
の
評
価
は
結
論
が
出
て
い
ま
せ

ん
が
、
大
き
な
成
果
が
あ
れ
ば
、

能
登
や
加
賀
で
も
第

、
第

の

県
立
中
高
一
貫
教
育
が
計
画
さ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
は
白
紙

状
態
で
、
県
の
動
き
も
見
守
り
な

が
ら
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
町
で
の
統
合
中
学
校
を
一
日

も
早
く
建
設
し
た
い
と
い
う
強
い

気
持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

宮
下
為
幸
議
員

入
札
制
度
の
改
革

昨
今
の
日
本
列
島
は
談
合
列
島

と
称
さ
れ
、
志
賀
町
で
も
業
者
逮

捕
や
事
情
聴
取
を
受
け
て
い
る

が
、
中
能
登
町
は
官
政
談
合
は
絶

対
に
出
し
て
は
な
ら
な
い
。
入
札

状
況
と
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
入

札
制
度
の
改
革
を
す
る
の
か
。

答
弁

小
山
助
役

昨
今
の
日
本
列
島
は
談
合
列
島

と
称
さ
れ
、
志
賀
町
で
も
業
者
逮

捕
や
事
情
聴
取
を
受
け
て
い
る

が
、
中
能
登
町
は
官
政
談
合
は
絶

対
に
出
し
て
は
な
ら
な
い
。
入
札

状
況
と
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
入

札
制
度
の
改
革
を
す
る
の
か
。

質
問

県
事
業
が
完
了
し
た
。
人
工
林
の

間
伐
や
森
林
保
護
、
ま
た
、
観
光

的
観
点
か
ら
も
、
今
後
、
林
道
延

伸
の
早
期
実
現
を
図
ら
れ
た
い
。

答
弁

杉
本
町
長

林
道
城
石
線
の
終
点
を
、
宝
達

山
や
津
幡
の
森
林
公
園
と
い
う
話

で
は
、
実
現
性
が
大
変
難
し
く
時

間
も
要
す
る
こ
と
か
ら
、
町
と
し

て
は
、
と
り
あ
え
ず
芹
川
か
ら
県

道
良
川
・
磯
部
線
ま
で
の
約

を
町
が
事
業
主
体
と
な
っ

て
取
り
組
め
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
林
道
の
整
備
に
は
、

程
度
の
間
伐
や
森
林
整
備
計

画
が
伴
う
た
め
、
所
有
者
等
の
同

意
書
が
必
要
と
な
り
、
か
な
り
時

間
を
要
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
国
や
県
の
審
査
を

受
け
関
係
書
類
を
整
理
し
て
来
年

月
に
申
請
で
き
れ
ば
、
平
成

年
度
着
工
が
最
短
と
思
わ
れ
ま
す
。

林
道
整
備
は
、国

％
、県

％

の

％
補
助
で
、
残
り

％
が
町

と
地
元
負
担
と
な
り
、
地
元
の
応

分
な
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
る
か
と
思
い
ま
す
。

県
事
業
が
完
了
し
た
。
人
工
林
の

間
伐
や
森
林
保
護
、
ま
た
、
観
光

的
観
点
か
ら
も
、
今
後
、
林
道
延

伸
の
早
期
実
現
を
図
ら
れ
た
い
。

答弁に立つ杉本町長答弁に立つ杉本町長

統
合
検
討
委
員
会
か
ら
答
申
の

あ
っ
た
新
生
中
学
校
の
建
設
に
つ

い
て
、
学
校
の
魂
で
あ
る
校
風
を

ど
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
校
舎

建
設
に
取
り
組
む
の
か
。
ま
た
、

い
つ
頃
を
開
校
の
目
処
と
し
て
い

る
の
か
。

答
弁

池
島
教
育
長

町
内
の
中
学
校

校
は
、
素
晴

ら
し
い
校
風
を
備
え
た
歴
史
と
伝

統
あ
る
中
学
校
で
す
が
、
生
徒
数

の
減
少
で
、
か
つ
て
の
輝
か
し
い

実
績
の
あ
る
部
活
動
が
成
立
し
な

く
な
り
、
学
習
で
も
複
数
の
教
科

で
専
門
の
教
員
配
置
が
さ
れ
な
い

事
態
も
生
じ
、個
々
を
伸
ば
す
行
き

届
い
た
教
育
が
困
難
な
状
況
で
す
。

し
か
し
、生
徒
は
大
変
優
秀
で
、

勉
強
や
部
活
動
に
も
一
生
懸
命
に

頑
張
り
、
素
晴
ら
し
い
活
躍
と
立

派
な
成
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、少
人
数
の
た
め
、

力
が
結
集
で
き
ず
に
大
き
な
成
果

が
発
揮
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
持
つ
伝
統
や

力
強
さ
、
活
力
が
消
え
な
い
う
ち

に
、
一
日
も
早
く
統
合
を
実
現
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

統
合
中
学
校
建
設
は
、
平
成

年
度
か
ら
建
設
準
備
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
基
本
構
想
策
定
や

用
地
取
得
、
基
本
設
計
、
実
施
計

画
、
建
設
工
事
の
実
施
が
着
実
に

統
合
検
討
委
員
会
か
ら
答
申
の

あ
っ
た
新
生
中
学
校
の
建
設
に
つ

い
て
、
学
校
の
魂
で
あ
る
校
風
を

ど
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
校
舎

建
設
に
取
り
組
む
の
か
。
ま
た
、

い
つ
頃
を
開
校
の
目
処
と
し
て
い

る
の
か
。

進
む
よ
う
努
力
し
ま
す
が
、
開
校

の
目
処
と
し
て
、
用
地
取
得
等
が

順
調
に
進
む
か
ど
う
か
に
も
よ

り
、
は
っ
き
り
と
は
申
せ
な
い
状

況
で
す
。
出
来
る
だ
け
早
く
開
校

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
質
問

・
防
火
（
消
火
）
施
設
の
点
検
、

整
備
に
つ
い
て

・
ほ
場
整
備
の
推
進
に
つ
い
て

昨
年

月
か
ら
今
年

月
ま
で

の
数
値
と
し
て
、
設
計
金
額
に
対

す
る
落
札
率
は

・

％
、
予
定

金
額
で
は

・

％
で
す
。

全
国
知
事
会
で
も
、
一
般
競
争

入
札
の
拡
大
と
指
名
競
争
入
札
の

原
則
廃
止
の
指
針
が
出
さ
れ
、
町

で
も
制
限
付
き
一
般
競
争
入
札
の

導
入
は
必
要
と
考
え
、
県
の
状
況

や
近
隣
市
町
の
状
況
も
踏
ま
え
て

実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
工
期
・
機
能
・
安
全
性

等
の
価
格
以
外
の
要
素
も
勘
案
し

て
総
合
的
に
評
価
し
、
発
注
者
に

と
っ
て
最
も
有
利
に
選
定
す
る
総

合
評
価
方
式
は
、
県
で
も
昨
年

月
か
ら
試
行
開
始
さ
れ
、
一
般
競

争
入
札
の
拡
大
に
併
せ
拡
充
す
る

と
の
こ
と
で
、
町
で
も
導
入
に
向

け
て
検
討
中
で
す
。

電
子
入
札
制
度
は
、
県
で
は
一

部
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
近
隣
市

町
の
動
向
を
踏
ま
え
、
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
質
問

・
平
成

年
度
予
算
に
つ
い
て

笹
川
広
美
議
員

安
心
し
て
出
産
で
き
る

環
境
づ
く
り
を

国
で
は
妊
婦
の
無
料
健
診
の
回

数
を
上
乗
せ
し
、
最
低

回
の
健

診
無
料
化
を
全
国
基
準
と
し
て
打

ち
出
し
た
。
町
で
は
従
来
の
国
基

国
で
は
妊
婦
の
無
料
健
診
の
回

数
を
上
乗
せ
し
、
最
低

回
の
健

診
無
料
化
を
全
国
基
準
と
し
て
打

ち
出
し
た
。
町
で
は
従
来
の
国
基

質
問

準
の

回
無
料
健
診
で
あ
る
が
、

子
育
て
の
町
と
し
て
の
今
後
の
施

策
は
。
ま
た
、
妊
婦
の
優
先
や
安

全
確
保
を
図
る
マ
タ
ニ
テ
ィ
・

マ
ー
ク
は
妊
婦
に
大
変
喜
ば
れ
て

お
り
、
母
子
手
帳
の
交
付
時
に
配

布
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁

小
林
保
健
環
境
課
長

妊
婦
無
料
健
診
の
拡
大
に
つ
い

て
は
、
石
川
県
の
指
導
も
あ
り
、

母
胎
や
胎
児
の
健
康
確
保
を
図
る

こ
と
か
ら
も
妊
婦
健
診
の
重
要

性
・
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
町
で
も
現
行
の

回
を

回

に
増
や
し
、
速
や
か
に
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
マ
ー
ク

の
活
用
で
は
、
妊
婦
の
職
場
や
地

域
環
境
の
整
備
も
含
め
、
町
内
の

事
業
所
や
地
域
の
方
々
に
周
知

し
、
住
民
の
方
々
に
広
く
行
き
渡

る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
質
問

・
学
校
図
書
館
図
書

・
視
覚
障
害
者
の
情
報
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
促
進

・
行
財
政
改
革
の
推
進

準
の

回
無
料
健
診
で
あ
る
が
、

子
育
て
の
町
と
し
て
の
今
後
の
施

策
は
。
ま
た
、
妊
婦
の
優
先
や
安

全
確
保
を
図
る
マ
タ
ニ
テ
ィ
・

マ
ー
ク
は
妊
婦
に
大
変
喜
ば
れ
て

お
り
、
母
子
手
帳
の
交
付
時
に
配

布
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

杉
本
平
治
議
員

道
路
占
用
料
は
適
当
か

電
柱
等
の
移
転
費
用
は

以
前
か
ら
私
は
、
町
で
の
占
用

以
前
か
ら
私
は
、
町
で
の
占
用

質
問

料
徴
収
条
例
の
制
定
を
強
く
要
望

し
て
お
り
、
新
年
度
か
ら
徴
収
す

る
の
は
賛
成
で
は
あ
る
が
、
占
用

料
が
近
隣
の
七
尾
市
や
羽
咋
市
に

比
較
し
安
価
で
あ
り
、
何
を
基
準

と
し
、そ
の
金
額
は
適
当
な
の
か
。

答
弁

杉
本
町
長

道
路
占
用
料
の
問
題
は
、
幾
度

と
な
く
一
般
質
問
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
問
題
で
、
平
成

年
度
か
ら

近
隣
市
町
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
占

用
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
上

程
し
た
も
の
で
す
。

占
用
料
の
金
額
は
、
県
の
道
路

占
用
料
条
例
に
準
じ
て
金
額
を
定

め
た
も
の
で
、
県
道
に
お
い
て
も

市
と
町
と
の
区
域
内
で
金
額
が
違

い
、
そ
の
よ
う
な
点
か
ら
町
の
区

域
内
を
通
過
す
る
県
道
の
占
用
料

を
採
用
し
ま
し
た
。

電
柱
等
の
移
転
費
用
負
担
に
つ

い
て
は
、
道
路
占
用
規
則
に
記
載

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
移
転
の
原
因

は
主
に
道
路
改
良
に
伴
う
も
の
が

大
部
分
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
先

月
か
ら
費
用
負
担
に
つ
い
て
調
整

を
行
い
、
先
日
、
移
転
等
に
要
す

る
費
用
負
担
に
つ
い
て
協
定
を
結

び
ま
し
た
。

そ
の
他
質
問

・
工
事
入
札
の
改
善

・
敬
老
祝
金
の
減
額
は
高
齢
者
に

と
っ
て
非
情
で
あ
る

・
地
方
交
付
税
に
つ
い
て

料
徴
収
条
例
の
制
定
を
強
く
要
望

し
て
お
り
、
新
年
度
か
ら
徴
収
す

る
の
は
賛
成
で
は
あ
る
が
、
占
用

料
が
近
隣
の
七
尾
市
や
羽
咋
市
に

比
較
し
安
価
で
あ
り
、
何
を
基
準

と
し
、そ
の
金
額
は
適
当
な
の
か
。



地
域
の
総
合
情
報
拠
点

地
域
の
総
合
情
報
拠
点

月

日
、
中
能
登
町
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開
局
記

念
式
が
役
場
鹿
島
庁
舎
で
行
わ

れ
、関
係
者

人
が
出
席
し
、ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
開

局
を
祝
い
ま
し
た
。

式
で
は
、
式
辞
、
祝
辞
に
続
き
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
杉
本

町
長
が
放
送
開
始
起
動
の
ス
イ
ッ

チ
を
入
れ
て
、
自
主
放
送
チ
ャ
ン

ネ
ル

な
か
の
と
チ
ャ
ン
ネ
ル

（

）
が
放
送
を
開
始
し
ま

し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
な
か
の
と
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
身
近
な
地
域
情
報
を
、

ま
た
、
放
送
衛
星
な
ど
か
ら
の
多

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
デ
ジ
タ
ル
放
送

を
、
地
形
や
気
象
条
件
に
左
右
さ

れ
な
い
安
定
し
た
動
画
像
で
お
届

け
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

な
か
の
と
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
、

町
政
の
動
き
や
町
の
出
来
事
、
活

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
放
送
サ
ー

ビ
ス
加
入
申
込
み
は
随
時
、
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
が
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
を
視
聴
す
る
に
は
、
放
送

サ
ー
ビ
ス
宅
内
工
事
が
必
要
で
す
。

放
送
サ
ー
ビ
ス
を
お
申
し
込
み

さ
れ
る
と
、
金
沢
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
ネ
ッ
ト
株
式
会
社
よ
り

申
込

確
認
書

と

指
定
業
者
の
リ
ス

ト

が
届
き
ま
す
の
で
、
そ
れ
を

見
て
加
入
者
が
指
定
業
者
に
工
事

の
依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は
、
役
場
窓
口

サ
ー
ビ
ス
担
当
、
ま
た
は
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
セ
ン
タ
ー
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
持
ち
頂
く
も
の

加
入
申
込
書
、
金
融
機
関
の
届

出
印
鑑

躍
す
る
町
民
の
姿
な
ど
、
地
域
に

密
着
し
た
自
主
番
組
を
制
作
し
て

い
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
か
ら
生
き

生
き
と
し
た
お
年
寄
り
の
姿
ま

で
、
ま
ち
の
主
役
の
み
な
さ
ん
を

映
し
出
し
、
活
力
あ
る
中
能
登
の

ま
ち
づ
く
り
を
応
援
す
る
番
組
を

提
供
し
ま
す
。

平
成

年

月

日
ま
で
に
加

入
し
て
い
た
だ
く
と
、
加
入
金

（

円
）
が
無
料

に
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

昨
年
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
工

事
承
諾
書
の
放
送
サ
ー
ビ
ス
仮
申

込
書
は
、
正
式
な
申
し
込
み
に
な

り
ま
せ
ん
。

現
在
、
町
で
工
事
を
し
て
い
る

音
声
告
知
端
末
の
工
事
に
は
テ
レ

ビ
の
接
続
工
事
及
び
そ
の
費
用
は

含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

多
チ
ャ
ン
ネ
ル
プ
ラ
ン
（
ミ
ニ

プ
ラ
ン
、
エ
ン
ジ
ョ
イ
プ
ラ
ン
、

ス
ー
パ
ー
プ
ラ
ン
）
を
お
申
し
込

み
さ
れ
る
方
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

内
蔵
テ
レ
ビ
（

、

搭
載
）

お
よ
び

、

搭
載
チ
ュ
ー

ナ
ー
を
お
持
ち
で
も
、
多
チ
ャ
ン

ネ
ル
プ
ラ
ン
を
見
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ

台
に
つ
き
、

（
セ
ッ
ト
ト
ッ
プ
ボ
ッ
ク

ス
）

台
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
工
事
を
行

う
と
き
に
は
、
町
が
指
定
す
る
講

習
会
を
受
講
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
宅
内
工
事
指
定
業
者
指
定
申
請

を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。受
講
を
希
望
す
る
方
は
、ケ
ー

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
整

備
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
放
送
サ
ー
ビ
ス
以
外
に

も
、
音
声
告
知
端
末
の
設
置
や
、

超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
金
沢

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
株
式
会
社
が

サ
ー
ビ
ス
提
供
）、
町
内
間
の
無

料
電
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

町
内
の
無
料
電
話
の
か
け
方

音
声
告
知
端
末
に
接
続
さ
れ
た

電
話
機
で
、
最
初
に

を

ダ
イ
ヤ
ル
し
た
後
、
従
来
の
電
話

番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
町
内
の

設
置
住
宅
同
士
の
電
話
が
無
料
で

通
話
で
き
ま
す
。

区 分
ダイヤルする番号

通 話 対 象
最初 従来の電話番号

町内無料電話
町内で音声告知端末に接続

された電話機同士の通話のみ

従来の電話 なし 今までどおり

区 分
ダイヤルする番号

通 話 対 象
最初 従来の電話番号

町内無料電話

従来の電話

身
近
な
地
域
情
報
、

多
彩
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
、

き
れ
い
な
画
像

み
な
さ
ん
に
長
く

愛
さ
れ
る
広
報
番
組

を
目
指
し
て

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を

視
聴
す
る
に
は

宅
内
工
事
が
必
要
で
す

今
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
加
入
申
し
込
み
を

さ
れ
る
と
…

町
内
間
の
電
話
（
音
声

告
知
端
末
接
続
）
は
、

無
料
で
通
話
で
き
ま
す

放
送
サ
ー
ビ
ス
（
テ
レ
ビ
）

宅
内
工
事
の
指
定
業
者

募
集

ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

講
習
日

毎
週
木
曜
日
（
休
日
は
除
く
）

講
習
場
所

金
沢
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト

株
式
会
社
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

受
講
料

円

ケーブルネットワーク
サービスイメージ図

鹿鹿島島郡郡中中能能登登町町井井田田 部部 番番地地鹿島郡中能登町井田 部 番地

（（通通話話無無料料））（通話無料）
＠＠＠
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支
え
合
い
、
地
域
で
共
に

支
え
合
い
、
地
域
で
共
に

害のある人が、自分らしく住み慣れた地域で共に暮らし
ていくことを目指し、慎重な審議を重ね策定された中能

登町障害者基本計画並びに中能登町障害福祉計画について、
月 日付けで答申されました。
障害者基本計画では、一人ひとりが輝いて 共に生きるまち

中能登を基本理念に、次の つの基本目標を設定し、障害福祉
施策を推進していきます。

．地域での自立を支える基盤づくり
．生涯を通して安心して暮らせる保健・医療の充実
．共に学び、共に育つ教育・育成の支援
．誰もが等しく働ける雇用・就労の支援
．いきいきと社会参加できる環境づくり
．すべての人にやさしく、安全なまちづくり

また、障害福祉計画では、新しいサービス体系に基づく障害
福祉サービスの提供基盤の整備や相談支援の充実等に取り組
み、平成 年度を目標年度とした障害福祉サービスの見込量を
設定し、事業実現に向けて施策を推進します。

障害者基本計画
障害福祉計画 を答申

安
く
て
便
利
な
町
民
の
足

安
く
て
便
利
な
町
民
の
足

安
全
で
透
明
な
原
発
運
転
を

安
全
で
透
明
な
原
発
運
転
を

月月 日日かからら 月月 日日ままでで実実施施月 日から 月 日まで実施
運運休休日日をを除除きき毎毎日日実実施施運休日を除き毎日実施

これまで毎週金曜日に実施していました試験
運行を、運休日を除き毎日、試験運行の時刻（
月下旬に全戸配布済みです）で中能登町コミュ
ニティバスを運行いたします。

期満了に伴う石川県議会議員選挙の投票が、 月
日、行われ、即日開票されました。

障害者相談支援事業所
障害のある人やご家族が気軽に相談

できる場です。電話などでも相談出来
ますので、お気軽にご利用ください。

さいこうえんの障害者生活支援センター
七尾市御祓町子 （七尾駅横）

（ 時間対応）
＠

地域生活支援センターみのり

七尾市上府中町セ部
（川原町バス停そば）

（ 時間対応）
＠

地域活動支援センターピアサポートのと

七尾市本府中町ワ部 番地
（本府中町バス停そば）

（ 時間対応）
＠

ピアハウス

七尾市本府中町ル
（サンライフプラザ前バス停そば）

（月 金曜日の午前 時 午後 時 分）

役場福祉課（鹿西庁舎）でもご相談
出来ます。

お問い合わせ

中能登町福祉課（鹿西庁舎） ＠

石石川川県県議議会会議議員員選選挙挙石川県議会議員選挙

投投票票率率 ％％投票率 ％

開票結果
山田 省悟 票
長屋 一二 票
無効 票
合計 票

投 票 区
有権者数
（人）

投票者数
（人）

投票率
（％）

第 こすもす保育園

第 たんぽぽ保育園

第 パルみおや

第 つくし保育園

第 ラピア鹿島

第 あおば保育園

第 ふれあい交流館北部

第 のとべ児童館

第 児童交流センター

第 後山集会所

第 かねまる交流館

合 計

投 票 区
有権者数
（人）

投票者数
（人）

投票率
（％）

第 こすもす保育園

第 パルみおや

第 ラピア鹿島

第 ふれあい交流館北部

第 児童交流センター

第 かねまる交流館

一人ひとりが いて
共に生きるまち 中能登

一人ひとりが いて
共に生きるまち 中能登

輝輝輝

町
の
声
を
県
政
へ
届
け
る

町
の
声
を
県
政
へ
届
け
る

かしま循環バス 年末年始（ 月 日 月 日）

まほろば号

毎週火曜日

お盆休み（ 月 日 月 日）

年末年始（ 月 日 月 日）

ゆう友バス

月 月毎週土曜日、日曜日、祝日

月以降毎週土曜日

お盆休み（ 月 日 月 日）

年末年始（ 月 日 月 日）

料金は従来どおり
乗車 回 円（小・中学生 円）

乗継を行う場合は、乗継券を発行しますので運
転手まで申し出てください。乗継券を利用すると
乗り継いだバスの運賃は無料となります。ただし、
乗継による無料扱いは当日片道 回のみです。（有
効期限は乗車当日のみ）

いままでの通常のバス時刻および金曜日の試験
運行のバス時刻はすべて変更になりますのでご注
意ください。

バスが旧道を走行しますので、旧道沿線のみな
さんにはご理解ご協力をお願いします。（羽坂交差
点から西馬場境、西馬場から正部谷までの区間）

障

お問い合わせ バス時刻等わからないことがありましたら下記までお気軽にお電話ください
中能登町企画課地域振興担当（鳥屋庁舎）

かしま循環バス
まほろば号
ゆう友バスの

バス時刻が
変わります

コミュニティバス運休日

北陸電力株式会社に
町 議会が抗議

臨臨界界事事故故隠隠しし臨界事故隠し

任
年前の 年 月、北陸電力志賀原子力発電所 号
機で臨界事故が起きていた事実が、 月 日、発覚
しました。この臨界事故は、昨年 月に原子力安全・

保安院の指示を受けて設置された北陸電力社内の発電設備点検委員会が実施した社内アンケートにより発
覚し、事故が起こった当初、発電所の幹部などにより隠ぺいされていました。
町民の生命、財産を守り、安全・安心を最重点におく中能登町として、このような重大な事故の隠ぺいは、

極めて悪質であり原子力発電所の安全性を揺るがす、非常に重大な問題と考えます。
そこで町・町議会から北陸電力に対し、今回の事故の事実関係およびその根本的な原因の徹底究明、な
らびに抜本的な再発防止策を講じるとともに、説明責任を果たすよう要請し、再びこのような事故の発生
および事故の報告隠しがないよう、抗議文を手渡しました。今後も厳しく注視していきます。

ココミミュュニニテティィババスス試試験験運運行行コミュニティバス試験運行

鹿鹿島島郡郡選選挙挙区区鹿島郡選挙区



出
雲

俊
也
（
末

坂
）

山
森

亮
輔
（
能
登
部
下
）

山
森

吏
恵
（
能
登
部
下
）

山
森
安
季
子
（
西
馬
場
）

第

回
町
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

月

日

ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

第

位

鹿
西

第

位

大
槻

第

位

新
庄

敢
闘
賞

小
竹

第

回

中
能
登
町
民
柔
道
大
会

月

日

鹿
島
武
道
館

団
体
の
部

小
学
生
の
部

第

位

鹿
西

第

位

鳥
屋

第

位

鹿
西

鹿
西

中
学
生
の
部

第

位

鹿
島

第

位

鹿
西

個
人
の
部

小
学

年
生
以
下

第

位

山
森

悠
大（
徳

丸
）

第

位

曽
我

亮
太（
徳

前
）

第

位

泉

豊
文（
下
井
田
）

大
屋

大
樹（
芹

川
）

小
学

年
生
の
部

第

位

尾

暉（
能
登
部
下
）

第

位

高
柳

成
孝（
能
登
部
下
）

第

位

西
谷

光
矢（
能
登
部
下
）

鵜
家

克
海（
黒

氏
）

小
学

年
生
の
部

第

位

平
野

一
喜（
能
登
部
下
）

第

位

品
川

和
希（
黒

氏
）

第

位

木
村

汐
里（
能
登
部
下
）

尾

望（
能
登
部
下
）

小
学

年
生
の
部

第

位

山
岸

健
弘（
川

田
）

第

位

谷
口

舞（
能
登
部
上
）

第

位

林

真
衣
子（
能
登
部
上
）

西
谷

俊
彦（
能
登
部
下
）

小
学

年
生
の
部

第

位

田
村

裕
輝（
良

川
）

第

位

鋳
山

聖
央（
末

坂
）

第

位

屋
敷

拓
哉（
良

川
）

戸
部

直
樹（
能
登
部
下
）

小
学

年
生
の
部

第

位

正
谷

智
希（
能
登
部
下
）

第

位

尾

宏
輔（
能
登
部
下
）

第

位

松
井
誠
志
郎（
能
登
部
下
）

深
田

志
穂（
能
登
部
下
）

中
学

年
生
の
部

第

位

山
岸

護
弘（
川

田
）

第

位

北
野

将
梧（
能
登
部
上
）

第

位

定
島

克
弥（
下
井
田
）

中
学

年
生
の
部

第

位

谷
口

貴
道（
芹

川
）

第

位

大
垣
内
康
平（
能
登
部
下
）

第

位

北
原

卓
弥（
廿
九
日
）

谷
屋

勝
鷹（

西

）

実
年
会
囲
碁
、
将
棋
、
麻
雀
大
会

月

日

鳥
屋
公
民
館

囲
碁

級
（

段

段
）

第

位

小
蔵

忠
士（
大

槻
）

第

位

小
石

正（
小
田
中
）

第

位

古
玉

研
治（
徳

前
）

囲
碁

級
（
級

初
段
）

第

位

山
市

佳
一（
東
馬
場
）

第

位

杉
本

順
一（
東
馬
場
）

第

位

原
田

哲
之（
井

田
）

将

棋

第

位

梅
木

俊
平（
能
登
部
下
）

第

位

長
門

郁
夫（
在

江
）

第

位

馬
藤

圭
樹（
徳

丸
）

麻

雀

第

位

福
島

正
道（
良

川
）

第

位

岡
部

政
紘（
上
後
山
）

第

位

鳥
畑

猛（
一

青
）

月 日、町体育協会表彰式がカ
ルチャーセンター飛翔で行なわれ、
名の方に功労者賞が贈られました。
陸上競技 奥本 健司（春 木）
陸上競技 柴田 良治（黒 氏）
体 操 宮崎美恵子（ 西 ）

全
国
小
学
生
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

リ
レ
ー
大
会

月

日

大
阪
府

三
浦

夏
希
（
能
登
部
下
）

廣
瀬

亜
美
（
武

部
）

袋
井

桃
花
（
芹

川
）

谷
内

和
吉
（
高

畠
）

第

回
全
国
ホ
ー
プ
ス
選
抜

卓
球
大
会

月

日

日

愛
知
県

町
口

智
哉
（
良

川
）

三
野

朋
美
（
末

坂
）

第

回
全
国
高
等
学
校

弓
道
選
抜
大
会

月

日

日

茨
城
県

笠
間
世
知
翔
（
徳

前
）

北
口

元
（
徳

前
）

島
田

絹
子
（
高

畠
）

村
田

由
真
（
高

畠
）

第

回
全
国
高
等
学
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会

月

日

日

埼
玉
県

今
井

茜
（
小
田
中
）

卜
部

麻
里
（
黒

氏
）

正
田

優
子
（
大

槻
）

第

回
全
国
高
等
学
校

剣
道
選
抜
大
会

月

日

日

愛
知
県

藤
田

安
晃
（
能
登
部
上
）

守
田

昴
史
（
良

川
）

日 時 第 ・ 水曜 午前 時
場 所 励志館
講 師 土屋節子氏
受講費 円（ 回分）
お申し込み・お問い合わせ
鹿西公民館

無料体験
月 日
午前 時

月開講日
日・ 日

課
長

総
務
課
付
（
福
祉
課
）
金
岩
進

企
画
課
地
域
振
興
担
当
（
町
社

会
福
祉
協
議
会
事
務
局
）
大
森
一

義

土
木
建
設
課（
上
下
水
道
課
）

澤
賢
造

上
下
水
道
課
（
福
祉
課

介
護
担
当
）
松
栄
哲
夫

福
祉
課

（
鳥
屋
庁
舎
窓
口
サ
ー
ビ
ス
担
当
）

岡
野
昇

福
祉
課
介
護
担
当
（
鹿

西
庁
舎
窓
口
サ
ー
ビ
ス
担
当
）
明

星
ま
さ
み

教
育
文
化
課
統
合
中

学
校
担
当
（
企
画
課
地
域
振
興
担

当
）
堀
内
浩
一

町
社
会
福
祉
協

議
会
事
務
局（
監
理
課
地
籍
担
当
）

長
谷
川
良
次

課
長
補
佐

総
務
課
（
監
理
課
）
田
中
栄
一

企
画
課
情
報
担
当
（
町
議
会
事

務
局
）
加
賀
忠
夫

町
議
会
事
務

局
（
住
民
課
）
山
本
正
広

監
理

課
（
鹿
寿
苑
）
平
岡
重
信

住
民

課
（
企
画
課
情
報
担
当
）
長
元
健

次

教
育
文
化
課
統
合
中
学
校
担

当
（
生
涯
学
習
課
）
安
井
重
幸

教
育
文
化
課
統
合
中
学
校
担
当

（
総
務
課
）
百
海
和
夫

生
涯
学

習
課
（
教
育
文
化
課
）
山
本
一
信

主
査

総
務
課
（
福
祉
課
保
育
担
当
）

横
井
正
之

企
画
課
（
教
育
文
化

課
）
山
本
昌
恵

税
務
課
（
商
工

観
光
課
）
前
田
吉
光

保
健
環
境

課
（
総
務
課
）
梅
澤
博

福
祉
課

（
総
務
課
財
政
担
当
）
岩
田
正

教
育
文
化
課（
総
務
課
財
政
担
当
）

大
谷
紀
子

生
涯
学
習
課
（
教
育

文
化
課
）
古
川
利
宣

鹿
寿
苑
出

向
（
生
涯
学
習
課
）
筒
井
勇
世

石
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
派
遣（
保
健
環
境
課
）船
木
秀
浩

主
事

総
務
課
財
政
担
当
（
石
川
県
派

遣
）
木
幡
嘉
広

企
画
課
情
報
担

当
（
石
川
県
派
遣
）
岡
田
和
人

企
画
課
地
域
振
興
担
当
（
生
涯
学

習
課
）
笹
川
斉
美

監
理
課
窓
口

サ
ー
ビ
ス
担
当
（
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
務
局
）
吉
本
晴
奈

土
木
建
設
課
（
石
川
県
派
遣
）
花

澤
圭
一

土
木
建
設
課（
会
計
課
）

竹
下
祥
代

農
林
課
（
石
川
県
派

遣
）北
野
真
二

商
工
観
光
課（
福

祉
課
）
土
屋
金
蔵

商
工
観
光
課

（
住
民
課
）
小
坂
恵

上
下
水
道

課
（
生
涯
学
習
課
）
土
屋
幸
司

住
民
課
（
商
工
観
光
課
）
長
谷
川

純
子

保
健
環
境
課
（
土
木
建
設

課
）
守
友
毅

保
健
環
境
課
（
上

下
水
道
課
）
田
山
健
朗

保
健
環

境
課
（
税
務
課
）
北
野
勝
之

福

祉
課
保
育
担
当
（
総
務
課
）
山
辺

浩
久

福
祉
課
（
住
民
課
）
中
村

康
照

教
育
文
化
課
（
商
工
観
光

課
）守
山
一
富

教
育
文
化
課（
企

画
課
地
域
振
興
担
当
）
東
真
紀

生
涯
学
習
課
（
農
林
課
）
成
田
志

朗

生
涯
学
習
課（
保
健
環
境
課
）

横
山
裕
章

石
川
県
派
遣
（
生
涯

学
習
課
）
横
井
隆
明

石
川
県
派

遣
（
住
民
課
）
赤
島
明

監
理
課

用
務
員
（
土
木
建
設
課
用
務
員
）

長
谷
川
健
次

福
祉
課
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
（
町
社
会
福
祉
協
議
会

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
辻
口
こ
ず
え

園
長

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
（
こ
す
も
す

保
育
園
）
坂
本
真
弓

こ
す
も
す

保
育
園
（
た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
）
石

過
嘉
代
子

あ
お
ば
保
育
園
（
つ

く
し
保
育
園
副
園
長
）
窪
田
記
代

子

つ
く
し
保
育
園
（
つ
く
し
保

育
園
副
園
長
）
延
命
喜
代
枝

副
園
長

つ
く
し
保
育
園
（
さ
く
ら
保
育

園
）
古
永
尚
子

さ
く
ら
保
育
園

（
こ
す
も
す
保
育
園
）
亀
井
雅
子

こ
す
も
す
保
育
園
（
つ
く
し
保

育
園
主
任
）
延
命
晴
子

あ
お
ば

保
育
園
（
さ
く
ら
保
育
園
主
任
）

佐
野
啓
子

つ
く
し
保
育
園
（
さ

く
ら
保
育
園
主
任
）
木
村
弘
美

さ
く
ら
保
育
園
（
あ
お
ば
保
育
園

主
任
）
原
田
洋
子

主
任

あ
お
ば
保
育
園
（
こ
す
も
す
保

育
園
）
町
口
千
恵

た
ん
ぽ
ぽ
保

育
園
（
あ
お
ば
保
育
園
保
育
士
）

金
西
洋
子

こ
す
も
す
保
育
園

（
こ
す
も
す
保
育
園
保
育
士
）
菊

澤
利
恵

つ
く
し
保
育
園
（
あ
お

ば
保
育
園
保
育
士
）
泉
栄
子

さ

く
ら
保
育
園
（
つ
く
し
保
育
園
保

育
士
）
宮
崎
美
恵
子

保
育
士

こ
す
も
す
保
育
園
（
あ
お
ば
保

育
園
）
大
湯
恵
子

こ
す
も
す
保

育
園
（
あ
お
ば
保
育
園
）
白
藤
郁

子

こ
す
も
す
保
育
園
（
つ
く
し

保
育
園
）
室
木
志
緒
里

あ
お
ば

保
育
園
（
た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
）
長

浜
ひ
ろ
み

あ
お
ば
保
育
園
（
こ

す
も
す
保
育
園
）
黒
川
み
ち
よ

あ
お
ば
保
育
園（
さ
く
ら
保
育
園
）

羽
部
佳
子

つ
く
し
保
育
園
（
こ

す
も
す
保
育
園
）
神
保
三
智
子

つ
く
し
保
育
園
（
こ
す
も
す
保
育

園
）
山
口
裕
美

さ
く
ら
保
育
園

（
つ
く
し
保
育
園
）
前
田
佐
智
代

さ
く
ら
保
育
園
（
あ
お
ば
保
育

園
）
松
田
昌
子

保
育
士
補

あ
お
ば
保
育
園
（
さ
く
ら
保
育

園
）
永
村
幸
子

さ
く
ら
保
育
園

（
あ
お
ば
保
育
園
）
山
本
美
栄
子

調
理
員

あ
お
ば
保
育
園
（
つ
く
し
保
育

園
）
林
真
寿
江

つ
く
し
保
育
園

（
あ
お
ば
保
育
園
）
松
田
静
恵

新
規
採
用

こ
す
も
す
保
育
園
保
育
士
補

水
口
直
美

あ
お
ば
保
育
園
保
育

士
補

大
畠
竜
也

つ
く
し
保
育

園
保
育
士
補

坂
井
由
加
里

さ

く
ら
保
育
園
保
育
士
補

田
中
靖

子

さ
く
ら
保
育
園
看
護
師

直
子

退
職
者
（
平
成

年

月

日
付
）

澤
井
昭
範
（
土
木
建
設
課
長
）

小
林
雄
建
（
生
涯
学
習
課
長
補

佐
）

高
柳
明
美
（
企
画
課
主
査
）

三
宅
昌
子
（
つ
く
し
保
育
園
園

長
）

谷
口
優
子
（
あ
お
ば
保
育

園
園
長
）

竹
本
美
和
子
（
あ
お

ば
保
育
園
副
園
長
）

河
上
は
る

み
（
つ
く
し
保
育
園
保
育
士
）

高
島
春
江
（
つ
く
し
保
育
園
看
護

師
）

北
村
平
吉
（
鳥
屋
中
学
校

用
務
員
）

月 日付けで職員の定期人事異動を行いました。
（ ）内は旧所属です。



中能登町内のいろいろな出来事を紹
介するコーナーです。
みなさんの周りの身近な情報をお知
らせください。お待ちしています。

連絡先

中能登町末坂 部 番地
中能登町企画課（鳥屋庁舎）

メール ＠

夢夢やや希希望望をを胸胸にに抱抱きき、、気気持持ちちをを新新たたにに夢や希望を胸に抱き、気持ちを新たに
町町内内のの 小小学学校校・・ 中中学学校校でで入入学学式式町内の 小学校・ 中学校で入学式

月 日、町内の小・中
学校で入学式が行われ、 人
の小学 年生、 人の中学
年生が入学式を迎えました。
各校では、晴れの日を迎え
た新入生と一緒に記念写真を撮る親子連れなどで賑わい、保護者のみなさんは、子どもたちの成長に胸を
詰まらせている様子でした。
ピカピカの小学 年生たちは、たくさんのお友だちを作りたい、学校の勉強が楽しみと目を輝かせてい

ました。

ふるさとの伝統の技を学ぶ
月 日、鹿西小学校の 年生 名が総合学習の

授業で能登上布会館を訪れ、町の伝統織物 能登上
布（県指定無形文化財） について学びました。
児童全員が、能登上布振興協議会のみなさんの指
導を受けて管巻きや機織りを体験し、 バッタン、
バッタン と機織りの音を響かせていました。
児童たちは、全ての工程を手作業で行うと聞き驚
くとともに、伝統の技を体験し理解を深めました。

月 日、谷口敏雄さん（横
浜市在住、久江出身）が教育資金
として 万円寄付されました。

山森きくさん（西馬場）が、
月 日にめでたく 歳の

誕生日を迎えられました。

月 日、鈴木一郎さん（久
江）が県中核農家発表大会で
知事表彰を受賞されました。

谷口敏雄さんが寄付 山森きくさん 歳 鈴木一郎さんが表彰

中能登町の被害状況（ 月 日現在）

月

日
に
能
登
地
方
を
襲
っ

た
地
震
と
そ
の
後
の
度
重
な
る
余

震
は
、
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

能能
登登
半半
島島
地地
震震
でで
深深
刻刻
なな
被被
害害

能
登
半
島
地
震
で
深
刻
な
被
害

震震
源源

能能
登登
半半
島島
沖沖

震震
度度

強強

・・

震
源

能
登
半
島
沖

震
度

強

・

町町
内内
各各
地地
のの
震震
度度

末末
坂坂
、、
能能
登登
部部
下下

震震
度度

弱弱

井井
田田

震震
度度

弱弱

町
内
各
地
の
震
度

末
坂
、
能
登
部
下

震
度

弱

井
田

震
度

弱

平平
成成

年年

月月

日日
午午
前前

時時

分分

平
成

年

月

日
午
前

時

分

り
災
証
明
書
の
発
行

り
災
証
明
書
と
は
、
地
震
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
家
屋
の
被
害
の

程
度
を
全
壊
、
半
壊
、
一
部
損
壊

で
判
定
、
証
明
す
る
も
の
で
す
。

地
震
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ

り
、
各
種
手
続
き
（
生
活
再
建
支

援
金
の
申
請
、
融
資
の
申
請
、
損

害
保
険
の
支
払
請
求
、
来
年
度
の

雑
損
控
除
等
）
を
行
う
際
に
被
害

状
況
を
証
明
し
た
も
の
を
求
め
ら

れ
た
と
き
必
要
な
証
明
書
で
す
。

手
数
料

無
料
（
何
枚
で
も
発
行
可
）

申
請
方
法

総
務
課
お
よ
び
各
庁
舎
窓
口
に

あ
る
証
明
書
に
必
要
事
項
を
記
入

（
申
請
者
が
個
人
の
場
合
は
本
人

ま
た
は
同
居
の
家
族
の
認
印
、
申

請
者
が
法
人
の
場
合
は
法
人
の
代

表
者
印
ま
た
は
代
表
者
の
認
印
が

必
要
）

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
総
務
課（
鳥
屋
庁
舎
）

被
災
者
生
活
再
建
支
援

住
宅
が
全
壊
・
大
規
模
半
壊
等

の
場
合
に
、
生
活
必
需
品
の
購
入

や
賃
貸
住
宅
の
家
賃
な
ど
の
た
め

の
経
費
と
し
て
、
当
該
被
災
世
帯

か
ら
の
申
請
に
よ
り
支
援
金
が
支

給
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
総
務
課（
鳥
屋
庁
舎
）

税
務
関
係
の
取
り
扱
い

今
回
の
地
震
で
、
家
屋
が
傾
い

た
り
屋
根
が
落
ち
た
等
の
理
由
で

家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
る
予
定
の
方

は
減
免
の
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
取
り
壊
し
を
さ
れ
る
前
に
税

務
課
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
税
務
課（
鳥
屋
庁
舎
）

住
宅
の
補
修
等
の
融
資

地
震
に
よ
り
自
宅
が
被
害
を
受

け
ら
れ
た
方
に
対
し
て
、
建
設
資

金
な
ど
を
融
資
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

住
宅
金
融
支
援
機
構
北
陸
支
店

上
下
水
道
料
金
の
軽
減

今
回
の
地
震
に
よ
り
上
水
道
管

を
破
損
し
漏
水
さ
れ
た
方
は
、
過

去

年
間
の
最
大
使
用
量（
月
毎
）

を
超
え
た
使
用
量
分
に
つ
い
て
軽

減
し
ま
す
。

申
請
書
は
、
各
庁
舎
窓
口
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
該
当
さ
れ

る
方
は
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
上
下
水
道
課

（
鹿
島
庁
舎
）

人的被害

負傷者 人（久江）
住家被害の状況

全壊 棟（金丸）、半壊 棟（金丸、徳丸）、一部損壊 棟
（能登部下、良川、徳丸、西馬場、黒氏、花見月）、その他（瓦
ずれ等） 件、燈籠、塀倒壊等 件
非住家被害の状況

全壊 棟（金丸、瀬戸）、半壊 棟（今羽坂）、一部損壊
棟、その他（壁落下） 件、燈籠倒壊等 件
その他の状況

町道、区道陥没 か所（良川、末坂、川田、瀬戸、花見月、
武部、曽祢、能登部下、金丸）、町道 号線通行止め（徳丸）、
町道 号線通行止め（春木）、町道側溝に隙間 か所（二宮
しぎの団地）、水道管破裂・漏水 件、崖崩れ か所（瀬戸）、
電柱傾き か所（今羽坂、廿九日）



すすすすべべべべててててのののの子子子子どどどどももももたたたたちちちちがががが健健健健ややややかかかかすべての子どもたちが健やか
にににに成成成成長長長長すすすするるるるここここととととをををを願願願願っっっってててて…………に成長することを願って…
子子子子育育育育ててててをををを応応応応援援援援ししししまままますすすす子育てを応援します
育育育育児児児児のののの悩悩悩悩みみみみ相相相相談談談談をををを受受受受けけけけてててていいいいまままま育児の悩み相談を受けていま
すすすす。。。。一一一一人人人人でででで悩悩悩悩ままままなななないいいいででででおおおお気気気気軽軽軽軽す。一人で悩まないでお気軽
ににににごごごご利利利利用用用用くくくくだだだだささささいいいい。。。。にご利用ください。

たんぽぽ保育園 こすもす保育園
あおば保育園 つくし保育園
さくら保育園 とりやのの保育園

病気の回復期で、数日の安静が必要なお子さんをお預かりします。利用にあたっては、医師の病後

児保育許可が必要で、七尾市、中能登町の病院であれば無料（診療費は自己負担）で許可書を発行し

ていただけます。詳しくは、町内保育園にある利用ガイドをご覧ください。

日こ
ど
も
の
日
の
つ
ど
い

あ
お
ば
保
育
園

つ
く
し
保
育
園

と
り
や
の
の
保
育
園

の
び
の
び
サ
ー
ク
ル

あ
お
ば
保
育
園

日な
か
よ
し
広
場

つ
く
し
保
育
園

日な
か
よ
し
広
場

あ
お
ば
保
育
園

日お
話
の
会

と
り
や
の
の
保
育
園

月月
のの
行行
事事

月
の
行
事

日の
び
の
び
サ
ー
ク
ル

あ
お
ば
保
育
園

日な
か
よ
し
広
場

つ
く
し
保
育
園

日な
か
よ
し
広
場

あ
お
ば
保
育
園

日育
児
講
座

と
り
や
の
の
保
育
園

日の
び
の
び
サ
ー
ク
ル

あ
お
ば
保
育
園

交
通
安
全
教
室

と
り
や
の
の
保
育
園

日な
か
よ
し
広
場

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園

こ
す
も
す
保
育
園

日手
遊
び
の
会

と
り
や
の
の
保
育
園

な
か
よ
し
広
場

さ
く
ら
保
育
園

日お
話
の
会

と
り
や
の
の
保
育
園

月月
のの
行行
事事

月
の
行
事

とりやのの保育園病後児保育室（園内） 中能登町病後児保育室（保健センターろくせい内）

対象児童
・とりやのの保育園入園児童
・医師の病後児保育許可を受けている児童

・町から保育園入園承諾書を受けている児童
・医師の病後児保育許可を受けている児童

利用時間
月 土曜日（日・祝日・年末年始を除く）
午前 時 分 午後 時
午前 時 分 午後 時、正午 午後 時の半日可

月 土曜日（日・祝日・年末年始を除く）
午前 時 午後 時

利用料金
とりやのの保育園入園児童は無料
入園していない児童は 日 円、半日 円
（利用日 日間を限度）

回の申請につき 円
（利用日 日間を限度）

定 員 名 名

利用の手順
町内保育園で利用申込 医師の許可 病後児保育室利用 許可期間終了後に通常保育室
病状変化により変更もあります

とりやのの保育園病後児保育室（園内） 中能登町病後児保育室（保健センターろくせい内）

対象児童

利用時間

利用料金

定 員

利用の手順

保健センターろくせいは、鹿西中学校と励志館に隣接しています

仕仕事事とと子子育育ててのの仕事と子育ての
両両立立をを応応援援ししまますす両立を応援します

広
報
な
か
の
と

月
号
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

正
し
く
は

や
っ
て
あ
げ
る
育
児
か
ら
見
守
る
育
児
へ

脂肪のとり方は？
好きなものばかり食べる 夜遅くに食事をする お酒を飲みすぎる など食生活の乱れや偏りが問

題となっています。健康な体を維持するためには、バランスの良い食事をすることが大切です。

そこで、この“バランス”を分かりやすくするため 日に 何を どれだけ 食べたらよいか、 食事

の望ましい組み合わせ おおよその量 をコマでイメージした 食事バランスガイド が示されました。

食事バランスガイド
料理を主食、副菜、主菜、牛乳・乳製品、果物の つの区分に分け、コマの中にあてはめ、バランスを

考えます。

朝ごはん、ちゃんと食べていますか？ 野菜は足りていますか？

詳しくは
農林水産省ホームページ（ ）
保健センターかしま

主食
ごはん・パン めん
炭水化物を多く含む料理
食欠かさずとりましょう

主食
ごはん・パン めん
炭水化物を多く含む料理
食欠かさずとりましょう

副菜
野菜 きのこ 芋・海藻料理
ビタミン、ミネラル、食物繊
維をたっぷりとりましょう

副菜
野菜 きのこ 芋・海藻料理
ビタミン、ミネラル、食物繊
維をたっぷりとりましょう

主菜
魚 肉 卵 大豆製品等の料理
たんぱく質を多く含みます。
素材に含まれる脂肪や調理に
使う油のとり過ぎに注意しま
しょう

主菜
魚 肉 卵 大豆製品等の料理
たんぱく質を多く含みます。
素材に含まれる脂肪や調理に
使う油のとり過ぎに注意しま
しょう

どどれれかかをを欠欠いいたたりり、、ととりり過過どれかを欠いたり、とり過
ぎぎるるととココママがが倒倒れれ、、ききちちんんぎるとコマが倒れ、きちん
とと回回りりまませせんんねね。。と回りませんね。

コマのヒモは

菓子・嗜好飲料
食べ過ぎず、
飲み過ぎず

コマのヒモは

菓子・嗜好飲料
食べ過ぎず、
飲み過ぎず

コマの軸は

水分と運動
十分な水分摂取と
適切な運動が大切

コマの軸は

水分と運動
十分な水分摂取と
適切な運動が大切

牛乳・乳製品
カルシウムを多く含みます。
毎日欠かさずとりましょう

牛乳・乳製品
カルシウムを多く含みます。
毎日欠かさずとりましょう

食事バランスガイドで毎日の食生活をチェック

果物
ビタミン やカリウムを多く含みます。
毎日適量を食べましょう

果物
ビタミン やカリウムを多く含みます。
毎日適量を食べましょう



お
気
軽
に
ど
う
ぞ

福
祉
に
関
す
る
心
配
ご
と
相
談

日
時
・
場
所

月

日（
金
）

午
後

時

時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

階
身
障
者
室

鹿
島
庁
舎

階
相
談
室

鹿
西
庁
舎

階
相
談
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会

困
り
事
お
聞
き
し
ま
す

行
政
・
人
権
く
ら
し
の
相
談

日
時
・
場
所

月

日
（
月
）

午
後

時

分

時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

階
身
障
者
室

月

日
（
月
）

午
後

時

分

時

鹿
島
庁
舎

階
相
談
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
福
祉
課
（
鹿
西
庁
舎
）

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

結
婚
相
談

日
時
・
場
所

月

日
（
日
）

午
後

時

時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

階
研
修
室

月

日
（
土
）

午
後

時

時

鹿
西
庁
舎

階
集
会
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
企
画
課
（
鳥
屋
庁
舎
）

一
人
で
悩
ま
ず
に

七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

日
時
・
場
所

月

日
、

月

日
、

日

午
後

時

分

時

役場へのお問い合わせは

鳥屋庁舎
総務課
財政担当
窓口サービス担当
企画課
情報担当
地域振興担当
税務課
会計課
議会事務局

鹿島庁舎
監理課
地籍担当
窓口サービス担当
土木建設課
農林課
商工観光課
上下水道課

鹿西庁舎
住民課
窓口サービス担当
保健環境課
福祉課
保育担当
介護担当
教育文化課
生涯学習課
スポーツ担当

七
尾
駅
前
パ
ト
リ
ア

階

相
談
料分

以
内

千
円
（
要
予
約
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

金
沢
弁
護
士
会

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

ひ
と
り
親
家
庭
相
談

日
時
・
場
所

月

日
（
火
）

午
前

時

午
後

時

鹿
西
庁
舎

階
相
談
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
福
祉
課
（
鹿
西
庁
舎
）

平
成

年
度

狂
犬
病
予
防
注
射

生
後

日
以
上
の
犬
は
、
毎
年

回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と

が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
理

由
無
く
受
け
な
い
場
合
は
狂
犬
病
予

防
違
反
と
し
て
処
置
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
必
ず
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。
あ
な
た
の
愛
犬
を
守
る
た
め

必
ず
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

手
数
料

登
録
が
済
ん
で
い
る
犬

千
円

登
録
を
し
て
い
な
い
犬

千
円

狂
犬
病
予
防
注
射
案
内
通
知
書

登
録
さ
れ
て
い
る
犬
の
飼
主
の
方

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
新
し
く
犬
を
飼
わ
れ
た

方
や
登
録
さ
れ
て
い
な
い
犬
を
飼
わ

れ
て
い
る
方
に
は
案
内
通
知
書
が
届

き
ま
せ
ん
。
直
接
、
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

ご
注
意

・
町
で
の
予
防
注
射
を
受
け
ら
れ
な

い
方
は
必
ず
動
物
病
院
で
注
射
を
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
新
し
く
犬
を
飼
わ
れ
た
方
は
登
録

が
必
要
で
す
。
各
庁
舎
で
随
時
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
。

・

他
人
の
家
に
フ
ン
を
さ
せ
て
片

付
け
も
し
な
い

な
ど
、
犬
の
フ
ン

害
の
苦
情
が
出
て
い
ま
す
。
犬
を
飼

う
人
は
責
任
を
持
っ
て
フ
ン
の
始
末

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
保
健
環
境
課

（
鹿
西
庁
舎
）

自
立
支
援
型
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

推
進
事
業
が
改
正

自
立
支
援
型
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推

進
事
業
と
は
、
介
護
を
要
す
る
高
齢

者
や
、
下
肢
や
体
幹
に
障
害
の
あ
る

方
を
対
象
に
、
自
立
し
た
生
活
を
送

る
た
め
に
必
要
な
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ

い
て
助
成
す
る
事
業
で
す
。

平
成

年

月

日
よ
り
、
助
成

基
準
が
縮
小
の
方
向
で
改
正
さ
れ
ま

す
。
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
福
祉
課
（
鹿
西
庁
舎
）

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の

み
な
さ
ま
へ

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、平
成

年

月

日
に
お
い
て
、

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け

る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
額
面

万

円
、

年
償
還
の
記
名
国
債
（
第

回
特
別
弔
慰
金
）が
支
給
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
福
祉
課
（
鹿
西
庁
舎
）

虚
偽
内
容
の
電
話
や
郵
便
物

悪
徳
業
者
に
だ
ま
さ
れ
な
い
で

地
籍
調
査
予
定
地
域
の
土
地
所
有

者
に
土
地
測
量
の
業
者
斡
旋
な
ど
虚

偽
内
容
の
電
話
で
、
消
費
者
へ
の
接

触
を
図
る
事
業
者
が
存
在
し
ま
す
。

町
で
実
施
し
て
い
る
地
籍
調
査
事

業
で
は
、
地
権
者
の
費
用
負
担
は
一

切
無
く
、業
者
か
ら
一
方
的
に
連
絡
、

相
談
等
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

福
田
・
高
畠

調
査
地
区
登
記
完
了

平
成

年
に
国
土
（
地
籍
）
調
査

事
業
を
実
施
し
た
福
田
・
高
畠

の

登
記
事
務
が
完
了
し
ま
し
た
。

ご
注
意

国
土
（
地
籍
）
調
査
完
了
後
、
土

地
の
登
記
済
証
の
発
行
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
監
理
課
（
鹿
島
庁
舎
）

実施日 注射会場 注射時間

（水）

おにぎりの里資料蔵 午前 時 分 時 分

ウエルのとひめ 午前 時 分 時 分

後山集会所 午前 時 分 時 分

西馬場集会所 午後 時 分 時 分

保健センターろくせい 午後 時 分 時 分

（木）

羽坂公民館 午前 時 分 時 分

川田集会所 午前 時 分 時 分

ふるさと交流センター 午前 時 分 時 分

ラポール良川 午後 時 分 時 分

黒氏公民館 午後 時 分 時 分

役場鳥屋庁舎 午後 時 分 時 分

（金）

旧農協御祖店 午前 時 分 時 分

旧農協久江店 午前 時 分 時 分

旧農協滝尾店 午前 時 分 時 分

二宮ふれあいセンター 午後 時 分 時 分

旧農協北部事業所 午後 時 分 時 分

実施日 注射会場 注射時間

注射会場及び時間

どの会場でも受けることができます

月
町
営
住
宅
入
居
募
集
状
況

住

宅

名

戸
数

空
き
状
況

黒

氏

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末

坂

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末
坂
第

住
宅

戸

空
き
室
な
し

コ
ー
ポ
と
り
や

戸

空
き
室
な
し

春

木

住

宅

戸

空
き
室
な
し

川

田

住

宅

戸

空
き
室
な
し

芹

川

住

宅

戸

空
き
室
な
し

久

江

住

宅

戸

空
き
室
な
し

金

丸

住

宅

戸

空
き
室
な
し

墓
地
公
苑

使
用
者
募
集
（
随
時
受
付
中
）

名

称

型

面
積

永

代
募
集

（

）

使
用
料
区
画

文
崎
墓
地

型

万
円

型

万
円

墓
地
公
苑

と
り
や

型

万
円

墓
地
公
苑

に
の
み
や

型

万
円

型

万
円

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
監
理
課
（
鹿
島
庁
舎
）

月
町
営
住
宅
入
居
募
集
状
況

住

宅

名

戸
数

空
き
状
況

黒

氏

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末

坂

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末
坂
第

住
宅

戸

空
き
室
な
し

コ
ー
ポ
と
り
や

戸

空
き
室
な
し

春

木

住

宅

戸

空
き
室
な
し

川

田

住

宅

戸

空
き
室
な
し

芹

川

住

宅

戸

空
き
室
な
し

久

江

住

宅

戸

空
き
室
な
し

金

丸

住

宅

戸

空
き
室
な
し

墓
地
公
苑

使
用
者
募
集
（
随
時
受
付
中
）

名

称

型

面
積

永

代
募
集

（

）

使
用
料
区
画

文
崎
墓
地

型

万
円

型

万
円

墓
地
公
苑

と
り
や

型

万
円

墓
地
公
苑

に
の
み
や

型

万
円

型

万
円

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
監
理
課
（
鹿
島
庁
舎
）

労
災
か
く
し
は
犯
罪
で
す

排
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

労
災
か
く
し
な
ど
に
関
す
る
ご
相

談
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ
。

お
問
い
合
わ
せ

石
川
労
働
局
労
働
基
準
部



新緑の原生林に覆われた史跡を石動山ボラン
ティアガイドいするぎ 夢 案内の、みなさん
がご案内。ユキバタ椿（ユキ椿とヤブ椿の混血
で、能登地区では石動山にしか見られない貴重
な種類）を見ることができるウォーキングコー
スもあります。

時間・集合場所
午前 時 石動山大宮坊前
午前 時 分にラピア鹿島からバスが出発

お問い合わせ
中能登町教育文化課

春の訪れと共に、石動山の散策、史跡巡りな
どに訪れる方々の安全祈願祭を開催します。
当日は、特産品縁日市、太鼓、踊りなどのア
トラクションが行われます。
時間・場所
午前 時 分 伊須流岐比古神社

主催 能登國石動山を護る会 後援 石動山区
協力 いするぎ 夢 案内

石石動動山山安安全全祈祈願願祭祭石動山安全祈願祭

旧
町
の
印
鑑
登
録
証
の

引
替
え
は
お
す
み
で
す
か
？

合
併
後
、旧
町
の
印
鑑
登
録
証
は
、

使
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

引
替
期
間
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
来
庁
の
際
に
新
し
い
印
鑑
登
録
証

と
引
替
え
し
ま
す
。
各
庁
舎
窓
口
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

引
替
え
時
に
必
要
な
も
の

登
録
者
の
場
合

旧
印
鑑
登
録
証
、
本
人
確
認
書
類

（
免
許
証
等
）、
認
印

代
理
人
の
場
合

登
録
者
の
旧
印
鑑
登
録
証
、
委
任

状
、
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
、
代

理
人
の
認
印

子
ど
も
と
高
齢
者
の
事
故
防
止

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

期
間

月

日

日
ま
で

運
動
の
重
点

・
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

・
自
転
車
を
安
全
に
利
用
し
よ
う

・
後
の
席
も
含
め
た
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
を
し
よ
う

陸
・
海
・
空
自
衛
隊

幹
部
候
補
生
募
集

受
付
期
間

月

日
（
金
）
ま
で

応
募
資
格

平
成

年

月

日
現
在
、

歳

以
上

歳
未
満
で
大
学
卒
業
程
度
の

学
力
を
有
す
る
も
の

試
験
日月

日
（
土
）、

日
（
日
）

日
は
飛
行
要
員
の
み

お
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
石
川
地
方
協
力
本
部

七
尾
出
張
所

生
活
に
潤
い
と
心
に
安
ら
ぎ

を
花
会
員
を
募
集
し
ま
す

配
布
時
期

、

、

、

月
頃
の
年

回

ご
指
定
の
場
所
に
配
達
し
ま
す
（

回

鉢
）。

花
の
種
類

サ
ル
ビ
ア
、
パ
ン
ジ
ー
な
ど

年
会
費口

円

お
申
し
込
み

各
庁
舎
窓
口
又
は
農
林
課
（
鹿
島

庁
舎
）に
申
込
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し

月

日（
土
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
農
林
課
（
鹿
島
庁
舎
）

ゆ
う
ゆ
う
石
川

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
大
会

日
時
・
場
所

月

日
（
水
）

金
沢
北
部
公
園
ほ
か

美
術
工
芸
展
は

月

日

日

参
加
対
象
者

歳
以
上
（
昭
和

年

月

日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

募
集
種
目

楽
々
ラ
ン
ニ
ン
グ
（

・

）、
テ
ニ
ス
、
弓
道
、
卓
球
、
将
棋
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど

お
申
し
込
み
締
切

月

日
（
金
）

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
鹿
西
庁
舎
）

み
ん
な
集
ま
れ

つ
ば
さ
祭
り

日
時
・
場
所

月

日
（
日
）
午
前

時

つ
ば
さ
の
会
正
面

内
容体

験
コ
ー
ナ
ー
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
、
模
擬
店
、
バ
ザ
ー

ご
家
庭
に
あ
る
未
使
用
の
日
用
品

な
ど
を
お
譲
り
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

つ
ば
さ
祭
り
実
行
委
員
会

平成 年 月 日よ
り、乳幼児、児童及び
生徒養育医療費・ひと
り親家庭等医療費助成
制度の申請期限が

（例 平成 年

保険
診療を受けた日から起
算して 年後の月末に
変更

月 日診療分 平成 年 月 日まで）になります。
なお、

しま
すので、お早めに申請いただきますようお願いし
ます。

郵便申請もできます
中能登町能登部下 保健環境課宛

保育園・学校に通われているお子さんは…
保育園や学校での災害（負傷・疾病）は、日本

スポーツ振興センター災害共済が優先されます。

お問い合わせ
中能登町保健環境課（鹿西庁舎）

平成 年 月 日分以前の医療費領収書
に関しましては、平成 年 月 日まで受付

平成 年 月 日よ
りウェルカム定住奨励
金の交付制度が一部変
わりました。

中能登町に定住するた
め、他の市町村から転
入されたみなさまへ

交付対象及び交付額
中能登町に定住するため、他の市町村から転入

した世帯の内、次のいずれかに該当した場合とな
りました。

転入前又は転入後 年以内に…
住宅を新築し、入居した世帯 万円

新築後 年以内で前居住者のない住宅を
購入し、入居した世帯 万円

新築後 年以内の中古住宅を購入し、
入居した世帯 新規 万円

お問い合わせ
中能登町住民課（鹿西庁舎）

お子さんの

医療費の

申請期限が

変更になります

お子さんの

医療費の

申請期限が

変更になります

ウェルカム

定住奨励金

交付制度が

変わりました

ウェルカム

定住奨励金

交付制度が

変わりました
能登空港利用を促進するため、次の条件を満た
す団体に助成金を交付します。

対象団体

対象期間

助成金額

人あたり 円（事前に申請が必要です）

お問い合わせ

能登空港利用促進同盟会

対象団体

対象期間

助成金額

能能登登空空港港をを発発着着すするる定定期期便便をを 人人以以上上（（宝宝達達志志能登空港を発着する定期便を 人以上（宝達志
水水町町以以北北のの住住民民でで構構成成））でで往往復復搭搭乗乗しし、、首首都都圏圏でで水町以北の住民で構成）で往復搭乗し、首都圏で
研研修修やや交交流流活活動動ななどどのの事事業業をを実実施施すするる団団体体研修や交流活動などの事業を実施する団体
座座席席をを必必要要ととししなないい 歳歳未未満満ののおお子子ささんんやや、、旅旅座席を必要としない 歳未満のお子さんや、旅
費費にに官官公公庁庁ななどどのの公公金金がが充充ててらられれてていいるる人人、、修修学学費に官公庁などの公金が充てられている人、修学
旅旅行行参参加加者者はは対対象象ととななりりまませせんん。。旅行参加者は対象となりません。

月月 日日 月月 日日往往復復搭搭乗乗分分月 日 月 日往復搭乗分

会期・場所
月 日（木） 日（火）
香林坊大和 階
アートサロン

笹川氏からのコメント

今回が集大成です。郷土の
懐かしい皆様のお越しを楽し
みにしています。

川氏からのコメ

略 歴
鳥屋出身。金沢美専
（現 金沢美大）に内
地留学、光風会名誉会
員 円地信二氏に師事。
現在、日展会、光風会、
石川県美術文化協会の
会員として活躍中。

略 歴
鳥屋出身。金沢美専
（現 金沢美大）に内
地留学、光風会名誉会
員 円地信二氏に師事。
現在、日展会、光風会、
石川県美術文化協会の
会員として活躍中。

紅いバラ 号



た
か
さ
ご
や

夫
に
な
る
人

妻
に
な
る
人

住
所

福
島

栄
一

谷
口

真
美
（
能
登
部
上
）

山
下

真
二

松
本
め
ぐ
み
（
東
馬
場
）

藏
谷

学

佐
味
ゆ
か
り
（
尾

崎
）

上
田

一
成

村
田

麻
美
（
久

江
）

お
め
で
た

氏

名

届
出
人

住
所

小

谷

茉

愛

秀
次

（
良

川
）

袋

井

美

栄
勇

（
良

川
）

平

田

悠

太

修

（
徳

前
）

平

田

颯

太

修

（
徳

前
）

多

胡

結

乃

雄
一
郎
（
黒

氏
）

柴

田

琥

幸
治

（
一

青
）

佐

近

遥

道
啓

（
能
登
部
上
）

原

陽

菜

政
宏

（
春

木
）

卜

部

由

梛

剛

（
二
宮
あ
お
ば
台

）

笹

谷

育

矢

利
幸

（
瀬

戸
）

お
く
や
み

氏

名

年
齢

住
所

市

井

ト
ク
子

歳

（
良

川
）

鎌

仲

良

子

歳

（
能
登
部
下
）

山

本

伊
保
子

歳

（
井

田
）

池

島

利

子

歳

（
高

畠
）

長

屋

祐

吉

歳

（
羽

坂
）

横

町

博

昭

歳

（
金

丸
）

鑄

山

裕

歳

（
末

坂
）

長
谷
川

ま

ち

歳

（
春

木
）

津

照

夫

歳

（
井

田
）

藤

井

成

正

歳

（
良

川
）

丹

後

幾

雄

歳

（
能
登
部
上
）

豊

藏

行

雄

歳

（
大

槻
）

北

谷

秀

雄

歳

（
末

坂
）

櫻

井

春

子

歳

（
芹

川
）

横

山

清

喜

歳

（
黒

氏
）

長
谷
川

慶

治

歳

（
能
登
部
下
）

前

田

清

美

歳

（
曽

祢
）

中

原

昭

四

歳

（
徳

前
）

藤

田

秀

雄

歳

（
春

木
）

多

田

勇

歳

（
小

竹
）

お
断
り

こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
は
、
当
町
に
住
所
を

有
す
る
方
が
当
町
で
届
出
を
し
、
掲
載
希
望
が
あ

る
方
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
他
市
町
村
で

届
出
さ
れ
、
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
住
民
課
（

）
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

当
町
に
住
所
を

有
す
る
方
が
当
町
で
届
出
を
し
、
掲
載
希
望
が
あ

る
方
の
み
と

谷
口

敏
雄
さ
ん（
横
浜
市
）よ
り

万
円

ご
厚
志
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税

第

期

介
護
保
険
料

第

期

上
下
水
道
料

月
使
用
分

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

町
税
の
納
付
の
相
談
は

中
能
登
町
税
務
課
（
鳥
屋
庁
舎
）

月

日

鍛
治
医
院

日

な
か
お
内
科
医
院

日

藤
田
医
院

月

日

今
井
医
院

日

毛
利
医
院

日

な
か
お
内
科
医
院

日

藤
田
医
院

日

安
田
医
院

月

日

恵
寿
総
合
病
院

日

公
立
能
登
総
合
病
院

日

桜
井
小
児
科
医
院

月

日

や
ま
ざ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

日

公
立
能
登
総
合
病
院

日

さ
は
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

日

桜
井
小
児
科
医
院

日

公
立
能
登
総
合
病
院

環
境
日
本
海
サ
ー
ビ
ス

月

日

日

黒
氏
・
一
青
・
黒
氏
新
町
・
良
川

月

日

日

廿
九
日
・
川
田
・
新
庄
・
羽
坂

月

日

日

大
槻
・
春
木
・
瀬
戸
・
花
見
月

末
坂
・
深
沢

月

日

日

尾
崎
・
水
白
・
久
江
・
小
田
中

月

日

月

日

福
田
・
藤
井
・
高
畠
・
小
金
森
・
曽
祢

在
江
・
坪
川
・
西
・
久
乃
木

月

日

日

武
部
・
二
宮
・
徳
前
・
浅
井
・
芹
川

月

日

日

井
田
・
小
竹
・
最
勝
講
・
東
馬
場

月

日

日

西
馬
場
・
能
登
部
上
・
縄
手
・
徳
丸

月

日

日

能
登
部
下
・
上
後
山
・
下
後
山

月

日

月

日

金
丸

月

日

月

日

受
付
分

平成 年
月 日現在

人口
人（ ）

男
人（ ）

女
人（ ）

世帯数
世帯（ ）

（ ）内は前月比

平成 年
月 日現在

人口
人（ ）

男
人（ ）

女
人（ ）

世帯数
世帯（ ）

（ ）内は前月比

今回の おもしろかった
本 では、前回に引き続き
かいけつゾロリ シリー

ズが一番人気でした。その
ほか、あきやまただしの本
なども好評です。

平 日 午前 時 午後 時 土日祝日 午前 時 午後 時
休館日 鹿島図書館…月曜日 鳥屋図書館…火曜日 鹿西図書館…水曜日
貸 出 本は 冊 週間まで、ビデオ・ ・ は 点 週間までです。

返却については町内 館のどこで返却されても結構です。
利用カードの発行には身分証のご提示が必要です。
なお、中学生以下のお子様については保護者の方の承諾・ご署名が必要です。詳しくは各図書
館カウンター、もしくはお電話にてお気軽にお尋ねください。

お問い合わせ

鹿島図書館 鳥屋図書館 鹿西図書館
お問い合わせ

鹿島図書館 鳥屋図書館 鹿西図書館

中能登町立図書館ご利用案内

ががんんばばっったたねね 読読書書運運動動会会がんばったね 読書運動会
今年度も読書運動会に参加してくれた小・中学生

のみなさん、ありがとうございました。 月からも
また頑張ってたくさんの本を読んで、スタンプを集
めてくださいね

読書運動会を 枚以上集めて頑張った人は…
鹿島図書館 人 鹿西図書館 人
鳥屋図書館 人
（平成 年 月末までの延べ人数）

今
年
に
入
り
、
中
能
登
町
内
で
火
災
が
相

次
い
で
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
や
油
断
か

ら
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、
今
一
度
ご
家
庭

の
火
気
使
用
器
具
の
点
検
、
お
出
か
け
・
お

休
み
前
の
火
の
元
の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
屋
外
に
お
け
る
た
き
火
等
は
風
の

強
い
日
や
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
時
に
は
行

わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
生
命
や
財
産
を
守
る

た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

災
害
に
関
す
る
情
報
や
、
防
火
に
つ
い
て
の

ご
相
談
・
各
種
講
習
会
の
お
問
い
合
わ
せ
は

中
能
登
消
防
署《

七
尾
鹿
島
広
域
圏
事
務
組
合
》

災
害
に
関
す
る
情
報
や
、
防
火
に
つ
い
て
の

ご
相
談
・
各
種
講
習
会
の
お
問
い
合
わ
せ
は

中
能
登
消
防
署《

七
尾
鹿
島
広
域
圏
事
務
組
合
》

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
実
施

火火
のの
用用
心心

火
の
用
心

防
災
技
術
の
向
上
と
防
災
意
識
の
高
揚
を
目
的

に
、

月

日
、
春
季
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
が
鹿
西
中

学
校
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

団
員
や
分
署
員
に
よ
る
放
水
、
ケ
ガ
人
救
出
訓
練

な
ど
、
約

人
が
参
加
し
、
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。



お問い
合わせ

中能登町役場鳥屋庁舎企画課

a74ー2806

中能登町 企画課

■平成19年4月10日　編集発行

〒929ー1792 石川県鹿島郡中能登町末坂9部46番地 （鳥屋庁舎内）
TEL 0767ー74ー2806　FAX 0767ー74ー1300
ホームページ  http://www.town.nakanoto.ishikawa.jp/
Eメール  kikaku@town.nakanoto.lg.jp

おおきくなあれおおきくなあれおおきくなあれおおきくなあれ

今月の表紙は今月の表紙は今月の表紙は今月の表紙は今月の表紙は今月の表紙は

高橋　光輝くん　（1）
勝さん、雅恵さんご夫婦の長男（黒氏）

桑原　佳太郎くん　（9ヵ月）
誠さん、亜紀んご夫婦の長男（二宮）

けい た ろうこ う き

パパ・ママからひとこと

ごはんを見ると「まんま、ま

んま!!」と元気にさけぶ光輝

くん。たくさん食べて強い子

に育ってね。

パパ・ママからひとこと

佳太郎の笑顔を見ると、周り

のみんなも笑顔になるネ。

幸せを運んでくれてありが

とう☆

このコーナーで紹介する3歳以下のお子様を募集します。
「お子様の写真」と「お子様へのことば（40文字以内）」を
郵送または持参してください。

中能登町の花「石動山ゆり」・木「桜」・鳥「ウグイス」中能登町の花「石動山ゆり」・木「桜」・鳥「ウグイス」中能登町の花「石動山ゆり」・木「桜」・鳥「ウグイス」

　３月８日に中能登町シンボル選定委員会（委員長：鏡屋博）の答申を受け、町の花・木・鳥が決まりました。町

の花・木・鳥は、総合計画などにうたわれているまちづくりの理念や将来像を、自然の中にある花・木・鳥に託す

とともに、栽培や保護を通じて美しい自然環境をまもり、自然を愛する豊かな心ときずなを強め、私たちの住む

社会や町を美しい平和な町とするための心のよりどころとするものです。

　昨年11月に募集しました町のシンボルに、多数ご応募いただきありがとうございました。町シンボル選定委

員会による厳正な抽選の結果、次の方々が当選されました。

石動山ゆり

桜

ウグイス

４月３日のシンボル当選者賞品贈呈式

今井　さえ

川畑　俊明

池上登紀子

高野　菊枝

上河原治代

中村とも子

北村　和江

鈴木　善弘

山下　湛子

（高　畠）

（小　竹）

（能登部上）

（井　田）

（曽　祢）

（徳　前）

（末　坂）

（川　田）

（能登部上）

藤井　北涯

松本　和美

常光　昭一

玉川　房江

卜部　至代

上田　稔子

（能登部上）

（福　田）

（能登部上）

（徳　前）

（武　部）

（黒　氏）


